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米
国
建
国
２
５
０
周
年
（
セ

ミ
ク
イ
ン
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
）

を
記
念
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト

「Sail4th 250

」
が
7
月
4
日

（
土
）
の
独
立
記
念
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
港
で
開
催
さ
れ
る
。

世
界
30
か
国
以
上
か
ら
大
型
帆

船
（
ト
ー
ル
シ
ッ
プ
）
が
集
結

し
、
自
由
の
女
神
像
や
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
を
背
景
に
史

上
最
大
規
模
の
帆
船
パ
レ
ー
ド

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
主
催
者

は
６
０
０
万
人
を
超
え
る
来
場

者
を
見
込
ん
で
い
る
。
翌
5
日

に
は
、Ｎ
Ｊ
州
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・

ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
ラ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
16
（
ベ
ス
ト
16
決
定
戦
／

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
）

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
世
界

中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
Ｎ
Ｙ

都
市
圏
を
訪
れ
る
見
込
み
だ
。

独
立
記
念
日
の
祝
賀
行
事
と
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
重
な
る
こ
と

で
、
こ
の
夏
は
近
年
で
最
も
国

際
色
豊
か
な
１
週
間
に
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

１
９
７
６
年
の
ア
メ
リ
カ
建
国

２
０
０
周
年
、
２
０
０
０
年
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
祝
賀
で
実
施
さ
れ

た
帆
船
パ
レ
ー
ド
を
受
け
継
ぐ

世界30ヵ国以上
建国250周年記念
7月４日の独立記念日

も
の
で
、
建
国
２
５
０
周
年
と

い
う
歴
史
的
節
目
を
祝
う
最
大

の
記
念
行
事
の
一
つ
と
な
る
。

各
国
の
帆
船
は
自
国
の
国
旗
を

掲
げ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
を
航

行
し
、
国
際
親
善
と
文
化
交
流

を
象
徴
す
る
航
海
を
披
露
す

る
。

　

主
催
団
体
「Sail4th 250

」

の
ク
リ
ス
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
会

長
は
「
大
型
帆
船
は
各
国
を
代

表
す
る
親
善
使
節
で
あ
り
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
過
去
を
振
り
返

る
だ
け
で
な
く
未
来
へ
向
け
た

希
望
を
共
有
す
る
機
会
に
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
氏
は
元
米
沿
岸
警
備
隊

員
で
、
企
画
は
4
年
以
上
前
か

ら
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
参
加
す

る
帆
船
の
多
く
が
数
日
間
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
港
に
停
泊
す
る
予
定

で
、
一
般
公
開
や
船
内
見
学
、

世
界
各
国
の
乗
組
員
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。
普
段
は
目

に
す
る
機
会
の
少
な
い
歴
史
あ

る
帆
船
を
間
近
で
見
学
で
き
る

こ
と
か
ら
、
家
族
連
れ
や
観
光

客
に
も
人
気
を
集
め
そ
う
だ
。

各
船
は
航
海
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
し
、
世
界
中
の
人
々
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
時
期
は
日
本
の
海
上
自

衛
隊
の
令
和
8
年
度
遠
洋
練
習

航
海
船
が
Ｎ
Ｙ
に
来
て
い
る

が
、Sail4th 250

に
は
参
加

せ
ず
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
錨
泊
す

る
。
公
開
上
船
な
ど
の
予
定
は

な
い
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://sail4th.

org

を
参
照
す
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
３
面
に
）　

大
型
帆
船

Ｎ
Ｙ
来
航

ー
ス
ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
で
開
催

さ
れ
る
ラ
ウ
ン
ド
16
へ
の
進
出

も
期
待
さ
れ
た
が
、
そ
の
夢
は

持
ち
越
し
と
な
っ
た
。
一
方
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
地
区
で
は
大
会
終
盤
の

主
要
試
合
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
こ
れ
か
ら
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　

大
会
期
間
中
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
は
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日

本
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
日
系
３
団
体
が
中
心
と

な
っ
て
日
本
代
表
の
応
援
イ
ベ

ン
ト
を
計
3
回
開
催
。
日
本
人

駐
在
員
や
留
学
生
、
家
族
連
れ

ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

青
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
声
援

を
送
り
続
け
た
。
結
果
は
悔
し

い
敗
退
と
な
っ
た
が
、
海
外
で

暮
ら
す
日
本
人
が
一
つ
に
な
っ

て
代
表
を
後
押
し
し
た
応
援
の

輪
は
、
日
系
社
会
の
結
束
を
感

じ
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。「
悔

し
い
。
で
も
日
本
に
勇
気
を
与

え
て
く
れ
た
試
合
だ
っ
た
」
と

涙
ぐ
む
応
援
者
も
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
で
は
7

月
5
日
に
ラ
ウ
ン
ド
16
が
開
催

さ
れ
、
日
本
を
破
っ
た
ブ
ラ
ジ

ル
は
勝
ち
上
が
れ
ば
同
会
場
で

再
び
登
場
す
る
。
そ
し
て
大
会

の
締
め
く
く
り
と
な
る
決
勝
戦

は
7
月
19
日
（
日
）、
イ
ー
ス

ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
、
世
界
中
か
ら
数

十
万
人
規
模
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や

観
光
客
が
訪
れ
る
見
込
み
だ
。

　

大
会
期
間
中
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
結

ぶ
鉄
道
や
バ
ス
、
高
速
道
路
で

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
は
、

試
合
当
日
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
や
、
人
混
み

で
の
ス
リ
や
置
き
引
き
な
ど
へ

の
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
市
当
局
も
会
場
周
辺
や

主
要
駅
周
辺
で
交
通
規
制
強
化

を
実
施
し
、
観
戦
や
外
出
の
際

に
は
最
新
の
交
通
情
報
を
確
認

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

日
本
代
表
の
挑
戦
は
終
わ
っ

た
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
な

お
続
く
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
は
決
勝

戦
の
舞
台
と
し
て
、
世
界
の
視

線
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
６
で
日
本
代
表
は
6
月

29
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
（
ラ
ウ
ン

ド
32
）
で
善
戦
し
た
も
の
の
惜

敗
し
、
悲
願
の
上
位
進
出
は
な

ら
な
か
っ
た
。
日
本
チ
ー
ム
５

回
目
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、

３
大
会
連
続
の
挑
戦
だ
っ
た
が

壁
は
厚
か
っ
た
。
前
半
29
分
に

佐
野
海
舟
が
先
制
の
ゴ
ー
ル
を

決
め
た
が
、
後
半
11
分
に
同
点

に
追
い
つ
か
れ
、
ア
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
タ
イ
ム
で
逆
転
負
け
し

た
。
勝
利
し
て
い
れ
ば
7
月
5

日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ

マンハッタンで開催された日本応援観戦イベント

日
本
敗
退
も
Ｎ
Ｙ
は
熱
気

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
19
日
世
界
一
決
定
戦

photo : U.S. Navy, Fleet Forces Command 
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本
格
的
な
夏
を
前
に
過
ご

し
易
い
気
候
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。

　

さ
て
今
回
は
夏
の
ハ
ー
ブ
、

ス
イ
ー
ト
バ
ジ
ル
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
み
ず
み
ず
し
く
、
青

く
、
甘
く
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
バ

ジ
ル
の
葉
の
香
り
は
、
同
じ

ハ
ー
ブ
の
科
の
中
で
も
ひ
と

き
わ
香
り
の
色
彩
を
放
っ
て

い
ま
す
。Basil

と
い
う
呼
名
、 Ocimum basilicum

と
い
う

植
物
学
名
、
ど
ち
ら
も
香
り
高

い
、
気
高
い
、
王
、
な
ど
の
意

味
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全

草
を
水
蒸
気
蒸
留
し
て
得
ら

れ
た
精
油
の
香
り
は
ア
ニ
ス

や
リ
コ
リ
ス
様
の
甘
い
香
り

が
強
く
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
様
の
フ

ロ
ー
ラ
ル
さ
、
ク
ロ
ー
ブ
様
の

ス
パ
イ
シ
ー
感
、
グ
リ
ー
ン
で

ミ
ン
テ
ィ
な
タ
ッ
チ
の
大
変

個
性
的
な
香
り
で
す
。
生
の
葉

に
比
べ
、
揮
発
性
の
高
い
デ
リ

ケ
ー
ト
で
軽
い
芳
香
成
分
は

減
り
、
揮
発
性
の
低
い
重
い
成

分
が
よ
り
多
く
な
り
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
葉
の
匂
い
と
は
少
し

異
な
る
香
り
で
す
が
、
テ
ス
タ

ー
紙
に
つ
け
て
も
数
時
間
は

香
り
が
持
続
し
拡
散
性
も
あ

り
、
香
り
の
調
合
に
は
少
量
で

ユ
ニ
ー
ク
な
効
果
を
与
え
ま

す
。
リ
ナ
ロ
ー
ル
と
エ
ス
ト
ラ

ゴ
ー
ル
が
主
成
分
の
バ
ジ
ル

の
香
り
は
神
経
と
消
化
に
特

に
作
用
し
、
神
経
や
頭
脳
の
疲

労
を
回
復
さ
せ
、
頭
痛
や
偏
頭

痛
を
や
わ
ら
げ
、
筋
肉
を
弛

緩
さ
せ
る
こ
と
で
お
腹
の
鼓

張
を
除
き
消
化
を
促
進
さ
せ

ま
す
。
気
高
い
香
り
の

バ
ジ
ル
を
食
事
に
、
ま

た
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と

し
て
生
活
に
取
り
入
れ
、

一
層
爽
や
か
な
夏
を
お

過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

精
油
の
使
用
は
常
に
少

量
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ

Ｃ
認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調

合
を
実
施
し
て
い
る
。

mariko@maliliko.com 
www.maliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

114

気
高
い
香
り　

ス
イ
ー
ト
バ
ジ
ル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏

者
・
作
編
曲
家
、
バ
ン
ド
リ
ー

ダ
ー
、
歌
人
の
及
川
陽
菜
（
お

い
か
わ
・
ひ
な
）
さ
ん
は
８

月
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム

『Short Songs

』
を
リ
リ
ー
ス

す
る
。
音
楽
監
修
に
は
ラ
イ
ア

ン
・
ケ
バ
リ
ー
氏
、
編
曲
・
共

同
制
作
に
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
、
小
倉
直
也
氏
を
迎
え
、

現
代
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
を
担

う
若
手
実
力
派
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
た
ち
と
共
に
制
作
し
た
。
ラ

ー
ジ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
短
歌

を
結
び
つ
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
生
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
。
タ
イ
ト
ル
「
シ
ョ
ー
ト
・

ソ
ン
グ
ス
」
は
及
川
の
も
う
ひ

と
つ
の
表
現
で
あ
る
「
短
歌
」

の
直
訳
だ
。

　

及
川
さ
ん
は
埼
玉
県
朝
霞
市

出
身
。
中
学
の
時
に
吹
奏
楽
部

に
入
り
、
子
供
心
な
が
ら
カ
ッ

コ
い
い
と
思
っ
て
い
た
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
に
配
属
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
高
校
時
代

に
ジ
ャ
ズ
に
惹
か
れ
ジ
ャ
ズ

科
が
あ
っ
た
尚
美
学
園
大
学

に
全
額
特
待
生
と
し
て
進
学
、

２
０
２
０
年
卒
業
と
同
時
に
留

学
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
１
年
延
期
、
そ
の
期
間
に
自

分
の
時
間
の
中
で
出
会
っ
た
の

が
短
歌
だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ズ
学
科
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ

校
修
士
課
程
へ
進
み
、
そ
こ
で

同
大
学
院
ジ
ャ
ズ
作
曲
科
を
首

席
で
修
了
し
た
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン

ペ
ッ
タ
ー
の
小
倉
直
也
氏
と
出

会
い
、
結
婚
し
た
。
現
在
夫
婦

揃
っ
て
Ｎ
Ｙ
で
音
楽
活
動
を
続

け
て
い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
際

に
は
及
川
が
作
っ
た
短
歌
連
作

短
歌
と
ジ
ャ
ズ
の
融
合
で
新
世
界

アルトサックス奏者

作編曲家、歌人

及川 陽菜さん

「
湯
葉
の
国
」
に
小
倉
が
曲
を

つ
け
て
贈
っ
た
。
今
回
の
ア
ル

バ
ム
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

海
外
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
時
代

に
参
加
し
た
セ
イ
コ
ー
・
サ
マ

ー
・
ジ
ャ
ズ
・
キ
ャ
ン
プ
だ
っ

た
。
４
日
間
の
体
験
で
は
あ
っ

た
が
、
人
生
転
換
の
重
要
な
体

験
だ
っ
た
。
同
キ
ャ
ン
プ
で
も

優
秀
な
成
績
を
残
し
た
及
川

は
、
10
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル

ラ
イ
ヴ
に
キ
ャ
ン
プ
出
身
ゲ
ス

ト
と
し
て
招
か
れ
、
ジ
ャ
ズ
・

ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン

タ
ー
内
デ
ィ
ジ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
７
月
30
日
）
や
ブ
ル
ー
ノ
ー

ト
東
京
（
８
月
９
日
）
な
ど
へ

の
出
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
新
作
で

は
、
伝
統
的
ラ
ー
ジ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
編
成
を
ベ
ー
ス

に
、
短
歌
の
言
葉
を
歌
詞
と
し

て
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
短
歌

自
体
か
ら
着
想
を
得
た
楽
曲

や
、「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」
と

い
う
三
十
一
音
の
構
造
そ
の
も

の
を
、
楽
曲
と
即
興
演
奏
の
設

計
へ
取
り
込
ん
で
い
る
。
冒
頭

曲
「Introduction

」
で
は
短

歌
の
音
数
を
拍
子
と
し
て
再
構

築
し
、
最
終
曲
「Thirty-One 

Syllables

」
で
は
三
十
一
文
字

を
メ
ロ
デ
ィ
の
骨
格
へ
と
反

映
。「
定
型
と
い
う
制
約
の
内

側
に
こ
そ
自
由
が
あ
る
」
と
い

う
確
信
が
、
ア
ル
バ
ム
全
体
を

貫
い
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
カ
ル
に

は
ベ
ト
ナ
ム
系
ア
メ
リ
カ
人
の

ミ
ー
タ
ム
。
日
本
語
を
母
語
と

し
な
い
彼
女
の
、
透
明
感
あ
ふ

れ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
歌
声
が
言
葉

を
音
楽
の
な
か
へ
自
然
に
溶
け

込
ま
せ
る
。
及
川
自
身
も
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
で
全
編
に
参
加

し
、タ
イ
ト
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
「
シ

ョ
ー
ト
・
ソ
ン
グ
ス
」
な
ど
で

印
象
的
な
ソ
ロ
も
聴
か
せ
て
い

る
。

　

現
代
短
歌
は
日
常
の
風
景
を

拾
い
上
げ
、
新
た
な
光
を
差
し

込
む
表
現
で
も
あ
る
。
短
歌
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、「
塔
短
歌

会
」
を
主
宰
す
る
現
代
短
歌
を

代
表
す
る
歌
人
、
吉
川
宏
志
氏

を
迎
え
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
と
日

本
の
短
歌
と
い
う
ク
ロ
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
な
演
奏
が
米
国
で
ど
う

評
価
さ
れ
る
の
か
注
目
さ
れ

る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

2026年（令和 8年）7月 4日（土） ［NY生活ウーマン］　　（2  ）

tel:9176780297
http://www.easeny.com/
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７月NY日系人会の行事
■７月３日（金）7/4独立記念日土曜日の為‐ JAAは休館
■日本の内藤克税理士を迎えて、日本の相続税と贈与税の講演
会と相談室　

　7月 8日（水）6pm-8pm Hybrid講演会
　In person or 電話での相談室 at JAA
　7月 8日（水）3pm-5pm 
　7月 9日（木）2pm-5pm
　7月 10日（金）10am-12pm
■ 11日（土）6:30pm-9pm「第 10回七夕フェスティバル」

On the East River Promenade in Carl Schurz Park 
　(walk east from the entrance at 86th St. and East End 

Avenue) NY混声コーラスの歌声で始まり、折紙、BONダン
サー指導の盆踊りと続きます。ゆかたなどを着て楽しみま
しょう！ The Amateur Astronomers Association of NYの協
力で、望遠鏡で大空の星を身近に見ることが出来ます。お弁
当は各自ご持参ください。FOOD Cart onsite.どなたでもご
参加できます。雨天中止。

■ 13日（月）10am-12pm「シニアへの無料
　ヘアカット」田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、
上田和則さんがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下
さい。

■ 16日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士の米国移民法の無
料電話相談室」ご相談の方はご予約下さい。各 15分要予約

■ 16日 (木）1pm-2:30pm 「しゃべって！　笑って！ハッピー
ライフ！」（企画：幸せ運び隊）参加費 $5

■ 22日（水）6:30pm- オンライン理事会
■ 23日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と東由
美弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談
-Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。ご予約下さい。

■ 7月 23日 (木 ) 12pm-2pm「土用の丑の日敬老会」鰻のかば
焼き弁当です。「暑い夏を元気に過ごしてください」とのメッ
セージ付きです。参加費＄５。会場参加、デリバリー、ピッ
クアップ、お早めにご予約ください。IWAKI BANDの歌と演
奏をお楽しみください。7月のお誕生会をします！　

■ 24日（金）Japanese Heritage Night
　2025 World Champion Los Angeles Dodgers ( 大 谷 翔 平、
山本由伸、佐々木朗希　日本人選手所属 ) vs. NY Mets 
at Citifield Flushing　https://www.gofevo.com/event/
JAANight20260724　一般席 Suitesチケット ($525)をご希
望の方は、JAAにご連絡下さい。

■ 24日（金）11am-11:45am オシオリ依子さん指導の「Disco 
Musicで楽しいダンス・エクササイズ」懐かしいディスコの
曲に合わせて楽しみましょう！参加費 $10　

■第 32回 JAAチャリティーゴルフ大会９月 28日 atニューヨー
ク・カントリークラブで開催決定。優勝者には ANAビジネ
スクラス往復航空券が当たります。Entry fee $270　お申込
みは JAAまで。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

EVENT
■ジェファーソンの「独立宣言」公開＝ 7/1～
7/7　NYPL（476 5th Ave, ）五番街 42丁目に
ある NY公立図書館（NYPL）は建国 250周年
記念行事の一環として、建国の父トーマス・ジェ
ファーソンが 1776年 7月 1日に自筆で記した
「独立宣言」の貴重な歴史的写本を一般公開す
る。同館に保存されている「独立宣言」の希少
かつ貴重な写本は、トーマス・ジェファーソン
が自筆で作成した現存する数少ない「清書」の
一つ。入場無料だが要事前予約。
詳 細 は https://events.leapevents.com/tickets/
declaration-independence-nypl-2026/tag/
nyplconnect
■タイムズスクエアの独立記念日カウントダウ
ン＆ライブ＝ 7/3　大晦日以外では史上初とな
る夏のカウントダウンイベント。アメリカ国内
の各タイムゾーンが真夜中を迎える瞬間に合わ
せ、１日に 8回のボールドロップ（カウント
ダウン）が実施される。タイムズスクエアの会
場に観覧エリアなどは設けられないため、スト
リーミングなどで視聴する。
詳細は https://www.timessquarenyc.org

■コニーアイランドで前夜祭・独立記念日の花
火 ＝ 7/3・4　21:45　Coney Island Beach (W 
12th St付近 )　3日と 4日の 2夜連続で花火が
打ち上げられる。打ち上げ場所のリゲルマン・
ボードウォーク（遊歩道）では迫力のある花火
が見られる。そのほかビーチの砂浜や、Deno's 
Wonder Wheel（観覧車）から見る花火もおすす
めだが混雑必死なので早めの到着を推奨する。
詳細は https://www.allianceforconeyisland.org/
events-programming
■「Sail4th 250」＝ 7/3～ 7/8　建国 250周年
を祝う祝賀行事の一つ。世界 32か国から約 1
万 5000人の水兵を乗せた、大規模帆船や海軍
艦艇の艦隊が NY港に集結する海洋イベント。
7/3はクラス Bの船のパレードがイーストリ
バーで、7/4はクラス Aの帆船パレードがハド
ソン川で開催。4日朝は海軍所属のアクロバッ

ト飛行隊ブルーエンジェルスが先導を務め、米
国および各国の大規模な編隊が、ハドソン川に
架かるジョージワシントン橋上空と、セーリン
グパレードの上空を飛行する。帆船は NYの各
埠頭に 8日まで停泊し、船内の一般見学なども
行う。詳細は https://sail4th.org/
■ネイサンズ国際ホットドッグ早食い選手権＝
7/4　11:00 ～ 13:00　Coney Island（1310 Surf 
Ave, Brooklyn,）100年以上の歴史を持つ、独立
記念日の午前中に行われる恒例イベント。去年
の勝者は男性部門がジョーイ・チェスナットが
70本と半分、女性部門は須藤美貴が 33本のホッ
トドッグを完食した。
詳 細 は https://nathansfranks.sfdbrands.com/
en-us/promotions/hot-dog-eating-contest/
■ Macy’s花火大会＝ 7/4　20:00  今年は建国
250周年と同時に同花火大会の 50周年を祝い、
イーストリバーとハドソン川のダウンタウンエ
リアに浮かぶ船から、史上最多となる合計 8万
5000発の花火が打ち上げられる。ブルックリン
橋では史上初のレーザー演出もある。花火の前
のパフォーマンスショーは午後 8時から、花火
は日没後にスタート。テレビ中継は NBCにて。
花火の観覧場所等は公式サイトで確認する。
詳細は https://www.macys.com/s/fi reworks/

■フレンチ・レストラン・ウィーク＝ 7/4～ 19  
米仏友好 250周年を記念し、NYで開催される
イベント。ノーホーの「ラファイエット」やト
ライベッカの「フレンチェッテ」、ヘルズキッチ
ンの「マルセイユ」、ダニエル・ブールー氏が
手がける各店が参加。プリフィックス・メニュー
やクロックムッシュなどの軽食、伝統的フレン

チのコースなどを提供する。
詳細は https://frenchrestaurantweek.com

MUSIC
■コンサート「Happy Birthday America」＝
7/5  16:00 ～ 18:00  Conference House Park
（7455 Hylan Blvd., Staten Island）スタテンア
イランド・フィルハーモニー管弦楽団による、
合衆国建国 250周年を祝う無料の野外コンサー
ト。アメリカのクラシックと祝賀にふさわしい
オーケストラ作品を演奏する。
詳細は https://conferencehouse.org/events/

THEATRE/DANCE 
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝ 8/23
まで　Delacorte Theater in Central Park　6/28
までは約 20年ぶりの上演となる『ロミオとジュ
リエット』。7/25～ 8/23までは、晩年のシェ
イクスピアによる悲劇と喜劇、そして赦しと
再生が混ざり合った独特な戯曲『冬物語（The 
Winter’s Tale）』を上演する。入場無料。
詳 細 は https://publictheater.org/free-
shakespeare-in-the-park

ART
■加藤亮太郎の陶芸展＝ 7/7～ 8/28　Joan B 
Mirviss LTD（39 E 78th St, Suite 401）岐阜県美
濃地方、多治見市にある名門「幸兵衛窯」の 8
代当主で、人間国宝の祖父を持つ陶芸家の加藤
氏による個展。オブジェや花器、水指、書作品
等を展示する。入場無料、完全予約制。
詳細は https://www.mirviss.com/
■ YUKAKO (由賀子 ) 個展「INTO THE FOR-
EST, INTO THE SKY」 ＝ 7/23 ま で　The In-
ternational Center of CCCS（80 Maiden Lane, 
14F）「森林の中へ、空の上へ」をテーマに、見
る人がそれぞれの絵画の物語の登場人物として
世界の中に入り込む「想像的没入型展示会」。入
場無料。開廊時間は月～木曜の 11時から 16時。
■画家・依田寿久の個展「Toshihisa Yoda: 
Continuum, 1967–Today」＝ 8/7まで  NowHere
（40 Lispenard St, ）1960年代から現在までの
依田の制作を 30点の作品を通して紹介する。
展覧会は 2部構成で、前期「1960s–1990s」（6/4
～ 7/2）、後期「2000s–Today」（7/9～ 8/7）と
して開催。依田は色彩の重なりや反復的な筆致、
瞑想的な構成を特徴とし、日本的感性とニュー
ヨークの都市的風景が重なり合う独自の作品世
界を築いている。入場無料。
詳細は https://nowhere-nyc.com

建国250年祭
独立記念にピーク

世界が注目のイベント続々

https://shopnyseikatsu.com/
https://jaanj.org/
https://www.gofevo.com/event/
mailto:info@jaany.org
https://www.timessquarenyc.org
https://sail4th.org/
https://frenchrestaurantweek.com
https://conferencehouse.org/events/
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://www.mirviss.com/
https://nowhere-nyc.com
https://events.leapevents.com/tickets/declaration-independence-nypl-2026/tag/nyplconnect
https://www.allianceforconeyisland.org/events-programming
https://nathansfranks.sfdbrands.com/en-us/promotions/hot-dog-eating-contest/
https://www.macys.com/s/fireworks/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
（
Ｎ
Ｙ
Ｕ)

の
お
膝
元
、
グ
リ
ニ
ッ

ジ
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
学
生
街
や
芸
術
家
の
集
ま
る
エ
リ
ア
と

し
て
有
名
だ
。
写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
Ｎ
Ｙ
Ｕ
か
ら
徒
歩

圏
内
に
位
置
す
る
ス
タ
ジ
オ
型
ワ
ン
ル
ー
ム
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
で
、
学
生
や
研
究
者
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
学

ぶ
子
供
の
た
め
に
住
居
を
探
す
家
族
に
も
注
目
さ
れ
る
エ

リ
ア
に
あ
る
。
毎
年
新
学
期
が
近
づ
く
こ
の
時
期
は
、
学

校
周
辺
で
の
住
ま
い
探
し
が
本
格
化
す
る
季
節
だ
。
賃
貸

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
資
産
形
成
も
見
据
え
て
子
供
名
義

で
購
入
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
部
屋
は
、
天
井
の
高
さ
が
約
9
フ
ィ
ー
ト
6
イ
ン

チ
と
高
く
、
開
放
感
の
あ
る
空
間
が
魅
力
だ
。
独
立
し
た

ス
リ
ー
ピ
ン
グ
ロ
フ
ト
を
備
え
、
限
ら
れ
た
空
間
を
効
率

よ
く
活
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
バ
ル
コ
ニ
ー
が
付
い
て
い
て
、
外
の
空
気
を
感
じ

ら
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。
住
所
上
は
1
階
の
表

記
だ
が
、
実
際
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
よ
り
2
フ
ロ
ア

高
い
位
置
に
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

１
９
１
０
年
築
。
１
浴
室
。
フ
ル
タ
イ
ム
ド
ア
マ
ン
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
室
内
ラ
ン
ド
リ
ー
、
食
洗
機
、
ハ
ー
ド
ウ

ッ
ド
フ
ロ
ア
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

周
辺
に
は
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
が
多
く
、

日
々
の
生
活
に
も
便
利
な
と
こ
ろ
だ
。
さ
ら
に
、
ソ
ー
ホ

ー
や
ノ
リ
ー
タ
（
リ
ト
ル
イ
タ
リ
ー
の
北
側
）、
ウ
エ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
も
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
い

街
歩
き
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
グ
ル
メ
を
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
通
学
の
し
や
す
さ
と
街
の
魅
力
を
兼
ね
備

え
た
一
室
。
新
し
い
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
フ
を
始
め
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
新
居
と
な
る
だ
ろ
う
。
販
売
価
格
は
90
万
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
番
号
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ルmatsuzaki@able-global.com 　
松
﨑
さ
ん

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

グリニッジビレッジのワンルーム

　

今
年
の
メ
イ
シ
ー
ズ
の
花
火

は
、
ロ
ウ
ア
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
川
、

ロ
ウ
ア
ー
・
イ
ー
ス
ト
川
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
る
た
め
、
例
年
以
上
に
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
側
か
ら
も
見

や
す
く
な
る
。
次
の
５
か
所
が

お
す
す
め
。
テ
レ
ビ
中
継
は
Ｎ

Ｂ
Ｃ
（
英
語
）、Peacock

（
配

信
）、Telemundo

（
ス
ペ
イ

ン
語
）
で
午
後
８
時
か
ら
生
中

継
さ
れ
る
。

　
　
　

　（
３
面
に
関
連
記
事
）

1　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
・
パ
ー
ク
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
）

　

今
年
の
メ
イ
ン
観
覧
会
場
の

一
つ
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
と
花

火
を
一
緒
に
撮
影
で
き
る
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
。
一
部
エ
リ
ア
は
事

前
チ
ケ
ッ
ト
制
。

2　

サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
・
シ

ー
ポ
ー
ト
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
最
も
近

い
人
気
観
覧
エ
リ
ア
。
こ
ち
ら

も
一
部
は
事
前
チ
ケ
ッ
ト
制
。

3　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

（Exchange Place

）　

今
年
の

公
式
観
覧
会
場
。
昼
間
か
ら
無

料
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
夜
は
メ
イ

シ
ー
ズ
花
火
を
正
面
か
ら
観
賞

で
き
る
。
チ
ケ
ッ
ト
不
要
。

4　

ホ
ー
ボ
ー
ケ
ン
（Pier 

A Park

、Sinatra Park

、

Maxwell Place Park

）　

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
夜
景
と
メ

イ
シ
ー
ズ
の
花
火
を
一
緒
に
楽

し
め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。
非
常

に
混
雑
す
る
た
め
早
め
の
到
着

が
お
す
す
め
。

5　

Ｆ
Ｄ
Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
（
ロ
ウ

ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）　

　

今
年
も
一
般
開
放
さ
れ
る
無

料
観
覧
エ
リ
ア
。
打
ち
上
げ
場

所
に
近
く
迫
力
は
抜
群
だ
が
、

か
な
り
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
。

郊
外
の
主
な
花
火
大
会

〈
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
〉

●
バ
ル
ハ
ラ　

Kensico Dam Plaza

　

4
日
で
は
な
く
3
日

に
「W

estchester County 
Music Fest and Fireworks

」

を
開
催
。
午
後
5
時
か
ら
音
楽

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
、
午
後
9

時
ご
ろ
花
火
。
郡
主
催
の
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
高

い
。

●
ラ
イ　

Rye Playland Beach

　

4
日
午
後
9
時
か
ら
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
湾
を
背
景
に
恒
例

の
花
火
大
会
。
遊
園
地
「
プ
レ

イ
ラ
ン
ド
」
の
人
気
イ
ベ
ン
ト

で
、
夏
の
金
曜
日
に
も
花
火
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

●
マ
マ
ロ
ネ
ッ
ク　

Harbor Island Park

　

4
日
午
後
9
時
15
分
ご
ろ
打

ち
上
げ
。
消
防
団
主
催
の
カ
ー

ニ
バ
ル
、
ラ
イ
ブ
音
楽
、
屋
台

と
と
も
に
楽
し
め
る
人
気
イ
ベ

ン
ト
。

●
ニ
ュ
ー
・
ロ
シ
ェ
ル　

Hudson Park & Beach

　

４
日
開
催
の
「Spark the 

Sound

」
と
題
し
た
恒
例
の
花

火
大
会
。
午
後
9
時
開
始
。
花

火
は
全
米
的
に
有
名
な
グ
ル
ッ

チ
社
が
担
当
し
、
ハ
ド
ソ
ン
・

パ
ー
ク
が
観
覧
ス
ポ
ッ
ト
と
な

る
。

●
タ
リ
ー
タ
ウ
ン　

Pearson Park

　

4
日
開
催
。
昼
は
ジ
ャ
ズ
演

奏
や
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
、
子
ど

も
向
け
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
夜

に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー
側
か
ら

も
観
覧
で
き
る
。

〈
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
〉

●
バ
ー
ゲ
ン
郡

　

Overpeck County Park

（Leonia/Ridgefi eld Park

）

　

4
日
（
土
）
午
後
2
時
よ

り
。
建
国
２
５
０
年
を
記
念
す

る
「Bergen250

」
の
公
式
イ

ベ
ン
ト
。
ラ
イ
ブ
音
楽
、
フ
ー

ド
ト
ラ
ッ
ク
、
子
ど
も
向
け
イ

ベ
ン
ト
。
午
後
9
時
25
分
ご
ろ

か
ら
独
自
の
花
火
大
会
が
行
わ

れ
る
。

メ
イ
シ
ー
ズ
の
花
火
を
見
る
に
は

郊
外
で
も
楽
し
め
る
独
立
記
念
日

https://www.redacinc.com/
mailto:matsuzaki@able-global.com
mailto:matsuzaki@able-global.com
mailto:matsuzaki@able-global.com
mailto:matsuzaki@able-global.com
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９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
＆
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
、
毎
月
第
１
日
曜

日
の
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま

で
、
Ｎ
Ｙ
在
住
者
、
市
内
に
勤

務
／
通
学
し
て
い
る
人
を
対
象

に
し
た
無
料
入
場
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
ン
デ

ー
」を
提
供
す
る
。
館
内
で
は
、

９
・
11
の
直
後
の
写
真
や
、
壊

れ
た
消
防
車
（
ハ
シ
ゴ
車
）
な

ど
の
展
示
の
ほ
か
、
復
興
・
救

援
活
動
に
取
り
組
ん
だ
Ｎ
Ｙ
市

デ
ザ
イ
ン
・
建
設
局
の
活
動
を

題
材
に
し
た
短
編
映
画
が
サ
ウ

ス
タ
ワ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
で
約
15
分
お
き
に
上
映

さ
れ
て
い
る
。
米
同
時
多
発
テ

ロ
か
ら
25
年
と
な
る
今
年
は
、

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
は

じ
め
と
す
る
各
地
で
、
遺
族
の

朗
読
や
追
悼
の
光
（Tribute 

in Light

）
な
ど
大
規
模
な
追

悼
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
９
・
11
を
知
ら
な
い
子

供
達
の
た
め
の
「
デ
ジ
タ
ル
学

習
体
験
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
９
月

11
日
よ
り
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視

聴
可
能
と
な
る
。

　

入
場
無
料
だ
が
要
事
前

予
約
。
入
館
時
に
は
Ｉ
Ｄ

の
提
示
が
必
要
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://911memorial.
org/visit/new-york-first-
sundays

を
参
照
す
る
。

NYファースト・サンデー
９・11メモリアル博物館

第１日曜日の午後４時から無料に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
を
続
け
る
俳
優
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
の
伊
藤
沙
帆
が
６
月
27

日
、
自
主
公
演
「
ギ
デ
ィ
オ
ン

ズ•

ノ
ッ
ト
」
の
朗
読
劇
に
出

演
し
た
。
舞
台
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
小
学
五
年
生
の
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
。
子
ど
も
の
死
を
き

っ
か
け
に
一
人
の
母
親
と
一
人

の
教
師
が
真
実
と
向
き
合
う
心

理
ド
ラ
マ
。
教
育
や
親
子
の
関

係
、
言
葉
の
責
任
に
つ
い
て
深

く
問
い
か
け
る
作
品
だ
。
一
人

の
母
親
、
一
人
の
教
師
が
違
う

立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
葛
藤
、

責
任
、
苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら

会
話
が
進
む
二
人
芝
居
だ
。
出

た
二
人
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

シ
ー
ン
だ
け
で
物
語
が
進
み
、

そ
の
中
で
二
人
の
い
ろ
ん
な
感

情
が
沸
き
出
て
く
る
。

　

伊
藤
は
東
京
都
出
身
、

２
０
２
３
年
に
来
米
し
、
25
年

5
月
に
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
プ
レ

イ
ハ
ウ
ス
を
卒
業
、
学
校
で
は

マ
イ
ズ
ナ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
中

心
に
俳
優
と
し
て
の
基
盤
を
学

ん
だ
。
現
在
は
、
サ
ム
ラ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、Batsu 

live

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

う
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。「
今
回
初
め
て
自
分
達
で

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
ネ
イ
バ
ー

フ
ッ
ド
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
時
代
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
エ
リ
ン
・
ジ

ェ
フ
リ
ー
さ
ん
と
当
時
の
教
師

セ
レ
ナ
・
ミ
ラ
ー
さ
ん
に
監
督

と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
舞
台

が
実
現
し
た
。
随
分
前
か
ら
企

画
を
温
め
会
場
探
し
か
ら
自
分

た
ち
で
し
た
の
で
や
り
が
い
の

あ
る
舞
台
で
し
た
」と
話
し
た
。

脚
本
は
ジ
ョ
ナ
・
ア
ダ
ム
ス
。

伊藤沙帆
NYで朗読劇上演

ネイバーフッドプレイハウス仲間と

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:hello@libret.com
https://qrco.de/bekbQo
https://911memorial.org/visit/new-york-first-sundays
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （50）

　

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

6
月
17
日
フ
ラ
ン
ス
で
、
イ
ラ

ン
の
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ア
ン
大
統
領

と
の
14
項
目
の
覚
書
に
電
子
署

名
し
ま
し
た
。
21
日
に
は
ス
イ

ス
で
、
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
と

イ
ラ
ン
の
ガ
リ
バ
フ
国
会
議
長

が
会
談
し
、
60
日
以
内
に
覚
書

の
最
終
合
意
に
至
る
工
程
を
決

定
し
、
作
業
部
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
米
・
イ
ラ
ン
の
直
接
会

談
は
4
月
の
パ
キ
ス
タ
ン
以
来

で
す
が
、
今
回
も
イ
ラ
ン
側
は

米
国
と
の
写
真
撮
影
を
拒
否
し

ま
し
た
。

　

仲
介
国
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
カ

タ
ー
ル
で
し
た
が
、
調
整
と
橋

渡
し
役
を
務
め
た
の
が
ス
イ
ス

で
し
た
。
私
は
こ
の
時
期
に
ス

イ
ス
の
国
際
Ｉ
Ｃ
の
会
議
に
参

加
中
で
、
関
係
者
か
ら
ス
イ
ス

政
府
の
対
応
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
ス
イ
ス
は
、
米
国
が
イ

ラ
ン
と
の
国
交
を
断
絶
し
た

１
９
８
０
年
以
降
、
米
国
の
イ

ラ
ン
に
お
け
る
利
益
代
表
国

（
保
護
国
）
と
し
て
、
両
国
間

で
の
拘
束
者
問
題
や
核
合
意
問

題
な
ど
の
仲
介
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
の
両
国
に

よ
る
核
合
意
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）

も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
は
な

く
、
ス
イ
ス
中
部
ビ
ュ
ル
ゲ
ン

シ
ュ
ト
ッ
ク
山
中
で
の
開
催
で

し
た
。
カ
タ
ー
ル
資
本
の
ホ
テ

ル
で
完
全
隔
離
で
き
、
ア
ク
セ

ス
道
路
も
1
本
で
メ
デ
ィ
ア
も

遮
断
。
空
域
を
閉
鎖
し
、
ド
ロ

ー
ン
や
ヘ
リ
の
接
近
も
完
全
遮

断
。
こ
れ
ら
の
予
算
を
国
会
が

承
認
し
て
軍
や
警
察
な
ど
が
対

応
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
側
が
一

時
退
席
の
場
面
も
あ
っ
た
中

で
、
両
国
間
を
往
復
し
徹
夜
で

の
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

ス
イ
ス
が
、
こ
う
し
た
仲
介

外
交
の
実
績
が
豊
富
な
の
は
、

永
世
中
立
国
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や

Ｅ
Ｕ
と
い
っ
た
軍
事
・
政
治
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
し
て
い
な
い
こ
と

が
強
み
で
す
。
永
世
中
立
国
と

は
、
軍
事
同
盟
に
入
ら
な
い
、

戦
争
に
参
加
し
な
い
、
紛
争
当

事
者
に
武
器
を
供
与
し
な
い
こ

と
が
基
本
で
す
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

で
な
い
の
で
対
ロ
シ
ア
制
裁
な

ど
の
政
治
的
立
場
に
も
拘
束
さ

れ
ま
せ
ん
。
本
年
も
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
と
武
装
勢
力 

Ｍ
23

と
の
停
戦
合
意
を
仲
介
し
た
ほ

か
、
南
北
朝
鮮
間
の
対
話
も
行

わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
合
意
は
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
閉
鎖
に
よ
る
世
界
経
済
へ

の
影
響
と
、
対
イ
ラ
ン
戦
争
に

反
対
す
る
米
国
議
会
や
世
論
に

配
慮
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

決
断
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
側
に
有

利
な
内
容
で
す
。
故
に
イ
ス
ラ

エ
ル
の
反
発
も
強
く
、
同
国
軍

に
よ
る
レ
バ
ノ
ン
領
内
の
ヒ

ズ
ボ
ラ
攻
撃
も
続
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
米
国
・
イ
ラ
ン
の

協
議
は
ス
イ
ス
で
随
時
開
催
さ

れ
る
よ
う
で
す
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
も
パ
イ
プ
を
持
つ
ス
イ
ス

の
仲
介
外
交
に
期
待
す
る
も
の

で
す
。
本
来
は
日
本
も
そ
う
し

た
貢
献
を
果
た
す
べ
き
時
で
す

が
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
。
慶

大
卒
。
国
際
Ｉ
Ｃ
や
難
民
を
助

け
る
会
等
の
民
間
外
交
活
動
を

経
て
国
会
議
員
、
民
主
党
国
際

局
長
、財
務
副
大
臣
等
を
歴
任
。

現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日
本
協
会
理

事
、
岐
阜
女
子
大
特
別
客
員
教

授
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所

特
別
研
究
員
。
英
国
在
。

米
・
イ
ラ
ン
会
談
を
支
え
る

ス
イ
ス
の
仲
介
外
交

　

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ｐ
Ｘ
）
の
山
道
裕
己
取
締
役
兼

代
表
執
行
役
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
6
月
25
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
開
か

れ
た
外
交
政
策
協
会
（Foreign 

Policy Association

）
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
夕
食
会
で
、
Ｆ
Ｐ
Ａ

メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は

国
際
理
解
や
経
済
・
外
交
分
野

へ
の
顕
著
な
貢
献
者
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
日
本
の
資
本
市
場

改
革
を
主
導
し
て
き
た
山
道
氏

外
交
政
策
協
会 
企
業
向
け
夕
食
会

Ｊ
Ｐ
Ｘ
山
道
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
表
彰

「
日
本
に
投
資
す
る
な
ら
今
」
ス
ピ
ー
チ
で
強
調

の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

授
賞
式
で
は
、
損
保
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー

ド
博
士
が
山
道
氏
を
紹
介
。
野

村
證
券
を
経
て
Ｊ
Ｐ
Ｘ
入
り

し
、
大
阪
証
券
取
引
所
、
東
京

証
券
取
引
所
の
ト
ッ
プ
を
歴

任
、
２
０
２
３
年
か
ら
グ
ル
ー

プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
市
場
改
革
を

牽
引
し
て
い
る
歩
み
を
紹
介
し

た
。
両
氏
は
、
野
村
證
券
時
代

の
元
同
僚
の
関
係
に
あ
た
る
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の

手
続
き
と
更
新

　

受
賞
講
演
で
は
、
日
本
の
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

を
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
っ
た
。

東
京
証
券
取
引
所
が
政
府
と
連

携
し
て
進
め
て
き
た
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
や

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
の
導
入
に
よ
り
、
企
業
が
資

本
効
率
や
株
主
価
値
を
重
視
す

る
経
営
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。
こ
う
し
た
改

革
を
背
景
に
、
日
本
企
業
の
収

益
力
や
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利

益
率
）
が
改
善
し
、
海
外
投
資

家
か
ら
の
評
価
も
着
実
に
高
ま

っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

山
道
氏
は
「
こ
の
受
賞
は
私

個
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
そ
の

も
の
へ
の
評
価
で
も
あ
る
」
と

謝
意
を
表
明
。
長
年
続
い
た
デ

フ
レ
や
「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ッ
シ

ン
グ
」
の
時
代
を
経
て
、
日
本

は
企
業
統
治
改
革
や
構
造
改

革
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
活
用

を
追
い
風
に
新
た
な
成
長
段
階

へ
入
っ
た
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

さ
ら
に
、
海
外
投
資
家
の
意

識
は「
日
本
に
投
資
す
べ
き
か
」

で
は
な
く「
い
つ
投
資
す
る
か
」

へ
と
変
化
し
て
い
る
と
強
調
。

「
日
本
に
投
資
す
る
な
ら
今
だ
」

と
力
を
込
め
、
今
後
も
透
明
性

が
高
く
信
頼
さ
れ
る
市
場
づ
く

り
を
進
め
、
日
本
市
場
の
国
際

競
争
力
向
上
に
取
り
組
む
決
意

を
示
し
た
。
日
本
経
済
の
再
評

価
が
進
む
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
金
融
関
係
者
ら
も
山
道
氏
の

講
演
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、

出
席
し
た
日
系
企
業
幹
部
や
政

府
高
官
ら
も
受
賞
の
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た 

。

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
は
、
７
月
１
日
以

降
の
申
請
受
理
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
旅
券
手
数

料
及
び
査
証
手
数
料
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
10
年
旅
券
の

手
数
料
は
、
窓
口
申
請
が
62
ド
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
60

ド
ル
と
な
る
。
ま
た
、18
歳
以
上
は
５
年
旅
券
が
廃
止
さ
れ
、

10
年
旅
券
の
み
と
な
る
な
ど
、
申
請
区
分
も
一
部
変
更
さ
れ

る
。
５
年
旅
券
は
18
歳
未
満
の
み
が
対
象
。
同
館
に
お
い

て
は
通
常
、
旅
券
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
３
〜
４
週
間

を
要
し
て
い
る
が
、
今
回
の
手
数
料
改
定
に
伴
う
申
請
数

の
増
加
に
よ
り
、
通
常
よ
り
も
多
く
の
日
数
を
要
す
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
申
請

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
各
種
証
明
の
手
数
料
額
に

つ
い
て
の
変
更
は
な
い
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf

を
参
照
す
る
。

　

す
べ
て
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ
る

が
、
今
回
は
料
金
が
変
わ
る
だ

け
で
あ
り
、
そ
の
他
申
請
の
仕

方
、
料
金
の
支
払
い
方
法
な
ど

は
従
前
の
と
お
り
。
在
外
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
は
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
は
使
わ
な
い
。
仕
組

み
が
異
な
る
。
こ
れ
も
従
前
ど

お
り
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
有
効
期

限
が
切
れ
る
１
年
前
か
ら
切
替

申
請
が
で
き
る
。
こ
れ
も
従
前

ど
お
り
。
支
払
い
方
法
も
変
わ

り
な
し
。
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
と
の

一
問
一
答
は
次
の
通
り
。

（
１
）
在
外
公
館
（
Ｎ
Ｙ
）
で

今
ま
で
通
り
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更

新
が
で
き
ま
す
か
？　

　

は
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
在

外
公
館
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

（
新
規
、更
新
等
）は
可
能
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
つ
い
て

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

https://www.ny.us.
emb-japan.go.jp/itpr_
ja/11_000001_00472.
html　

 
（
２
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ

て
い
な
い
Ｎ
Ｙ
在
住
の
日
本
人

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
申

請
し
た
ら
い
い
で
す
か
？　

そ

の
こ
と
が
今
回
の
お
知
ら
せ
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

申
請
の
仕
方
も
従
来
と
何
ら

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
に
あ
た
っ
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ
て
い
る
か

否
か
は
あ
ま
り
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
機

会
と
し
て
は
、戸
籍
謄
本
（
紙
）

を
取
り
寄
せ
る
代
わ
り
に
、
戸

籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
（
戸
籍
電
子
パ
ス
）
を
取
得

す
る
場
合
で
あ
り
、
も
し
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
ご
自
身
で
符
号
を
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で

（
無
料
）、
お
手
続
き
が
楽
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

 （
３
）
申
請
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

の
何
日
前
か
ら
手
続
き
が
で
き

ま
す
か
？

　

有
効
期
限
が
１
年
未
満
と
な

っ
た
ら
、
い
つ
で
も
申
請
で
き

ま
す
。

（
４
）
値
段
が
安
く
改
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
う
や
っ
て
支
払

い
ま
す
か
？

　

支
払
い
の
方
法
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
窓
口
申
請
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
と
も
交
付
時
に
米

ド
ル
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

し
た
場
合
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
も
選
択
で
き
ま
す

（
円
建
て
）。

https://www.ny.us.
em
b-japan.go.jp/

fi les/100876429.pdf　 

（
５
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
な
い

人
で
も
電
子
申
請
が
で
き
る
の

で
す
か
？

　

は
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
で
な
い
方
も
必
要
書
類
が

整
っ
て
い
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
出
来
ま
す
。
日
本
国
内

で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
に

は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
ま
す

が
、
海
外
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
在
留
届
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

届
け
出
た
方
は
、
旅
券
申
請

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
（App Store

、

Google Play

）
を
通
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必

要
書
類
や
操
作
手
順
な
ど
、
旅

券
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い

て
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

https://www.ny.us.
emb-japan.go.jp/itpr_
ja/passport-online-
application.html

（
本
紙
編
集
部
が
Ｎ
Ｙ
日
本
総

領
事
館
に
直
接
聞
い
た
も
の
）

山道氏（左）とシェアード博士

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://www.samuraipapabk.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00472.html
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100876429.pdf
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/passport-online-application.html


（7）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）7月 4日（土）
　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー

を
翌
日
に
控
え
た
６
月
22
日
、

２
０
４
２
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地

選
考
の
立
候
補
を
検
討
す
る
委

員
会
を
発
足
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。ミ
ラ
ノ
と
コ
ル
テ
ィ
ナ
・

ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
の
２
都
市
で
開

催
さ
れ
た
今
年
の
イ
タ
リ
ア
大

会
を
参
考
に
、
同
案
は
Ｎ
Ｙ
市

と
同
州
北
東
部
の
レ
イ
ク
・
プ

ラ
シ
ッ
ド
の
２
か
所
を
検
討
。

　

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
の
レ
イ

ク
・
プ
ラ
シ
ッ
ド
で
は
ス
キ
ー

や
ボ
ブ
ス
レ
ー
、
ス
ケ
ル
ト
ン

な
ど
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
屋

内
競
技
を
予
定
す
る
。
23
日
付

の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
電
子
版
は

レ
イ
ク
・
プ
ラ
シ
ッ
ド
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
１
９
３
２
年
と

80
年
と
２
回
同
大
会
を
ホ
ス
ト

し
て
い
る
こ
と
で
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の

信
頼
が
あ
り
、
同
州
は
近
年
過

去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
施

設
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
約

７
億
５
０
０
０
ド
ル
を
投
じ
イ

ン
フ
ラ
設
備
が
あ
る
程
度
整
っ

て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
と
っ

て
費
用
削
減
に
な
る
こ
と
か
ら

　

沖
縄
県
の
離
島
、
久
米
島
に

終
戦
直
前
の
１
９
４
５
年
に
駐

留
し
た
米
海
兵
隊
員
の
孫
が
、

祖
父
か
ら
託
さ
れ
た
１
枚
の
写

真
に
写
っ
た
３
人
の
日
本
人
の

消
息
を
探
し
て
い
る
。

　

こ
の
男
性
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ

に
住
む
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ォ
ー
ブ

ス
さ
ん
（
37
）。「
沖
縄
戦
に
つ

い
て
学
ぶ
う
ち
に
悲
惨
さ
に
衝

撃
を
受
け
、
言
葉
に
で
き
な
い

ほ
ど
の
申
し
訳
な
さ
と
悲
し
み

を
感
じ
て
い
る
と
そ
の
家
族
に

伝
え
た
い
」
と
い
う
。

　

祖
父
の
名
前
は
、フ
ラ
ン
ク
・

ク
ロ
ウ
さ
ん
。
写
真
に
は
、
米

海
兵
隊
員
14
人
と
住
民
と
見
ら

れ
る
日
本
人
３
人
が
写
っ
て
い

る
。
写
真
の
裏
に
は
、
海
兵
隊

員
全
員
の
名
前
と
３
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｓ

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ブ
ス
さ
ん
は
、

２
０
０
１
年
に
祖
父
が
亡
く
な

る
前
に
こ
の
写
真
を
託
さ
れ

た
。
子
供
の
頃
か
ら
祖
父
と
ハ

元
海
兵
隊
員
の
孫

一
枚
の
写
真
に
写
る
３
人

冬
季
五
輪
立
候
補
へ

２
０
４
２
年
向
け
て
Ｎ
Ｙ
州

選
出
の
可
能
性
は
あ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
同
地
域
は
、
過
去

の
冬
季
大
会
開
催
地
の
な
か
で

も
比
較
的
天
候
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
昨
今
の
気
候
変

動
に
も
対
応
で
き
る
と
い
う
。

２
０
３
０
年
の
同
大
会
は
フ
ラ

ン
ス
、
34
年
は
ソ
ル
ト
レ
ー
ク

シ
テ
ィ
開
催
が
決
定
し
て
お

り
、
38
年
は
ス
イ
ス
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
か
ら
Ｎ
Ｙ
州
の
候

補
は
42
年
度
と
な
り
、
す
で
に

検
討
し
て
い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や

カ
ナ
ダ
な
ど
と
競
う
こ
と
に
な

る
。

祖
父
が
持
っ
て
い
た
写
真
に
写
る
住
民
と
見
ら
れ
る
３
人
の

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
さ
ん

元
海
兵
隊
員
の
祖
父
、
フ

ラ
ン
ク
・
ク
ロ
ウ
さ
ん
（
最

後
列
右
）
が
持
っ
て
い
た

１
９
４
５
年
の
写
真
（
上
）

沖縄の住民探して

イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
掛
け
て
可

愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
戦
争

の
こ
と
は
話
さ
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

歴
史
が
好
き
で
大
学
で
も
歴

史
を
専
攻
し
た
フ
ォ
ー
ブ
ス
さ

ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
下

の
日
本
や
沖
縄
の
こ
と
に
も
興

味
を
持
っ
て
調
べ
て
い
る
う
ち

に
、
沖
縄
で
は
戦
闘
に
関
係
の

な
い
多
く
の
住
民
が
巻
き
込
ま

れ
て
死
亡
し
た
こ
と
を
知
り
、

こ
の
写
真
の
こ
と
が
ず
っ
と
気

掛
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　

祖
父
が
所
属
し
た
海
兵
隊

は
、
１
９
４
５
年
7
月
中
旬
か

ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
久
米

島
に
駐
留
し
、
そ
の
後
、
中

国
に
移
動
し
た
こ
と
が
、
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
の
国
立

公
文
書
館
の
資
料
で
知
っ
た
。

フ
ォ
ー
ブ
ス
さ
ん
は
「
も

し
、
こ
の
写
真
に
写
っ
て
い

る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
ま

だ
い
た
ら
知
ら
せ
て
」
と
本

紙
に
手
紙
を
送
っ
て
き
た
。

心
当
た
り
の
人
は
Ｅ
メ
ー

ルnforbes001@msn.com

　

で
連
絡
を
。

写真の裏には元海兵隊員の全員の名前
が書かれている

休
み
の
渡
米
や
、
開
催
中
の

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
観
戦
、
独
立
記
念
日
（
7

月
4
日
）
の
休
暇
を
直
前
に

控
え
た
旅
行
者
か
ら
悲
痛
な

声
が
相
次
い
で
い
る
。

　

今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
主

アメリカ国内から ESTA（および CBP：米国税関・国境取締局）に電話
で問い合わせる場合の番号は以下の通り。

（１）ESTA・渡航者専用ライン（Traveler Communications Center）
ESTAのステータスや個別のトラブルに関する、CBP直通の番号。
電話番号 +1-202-325-8000、 または 202-325-5120
受付時間：月曜～金曜 ／ 午前 8:00 ～ 午後 4:00（米国東部時間・EST）
（２）CBP 総合インフォメーションセンター（CBP INFO Center）
CBP全体のカスタマーサービス窓口（アメリカ国内からの通話料無料）。
フリーダイヤル（米国内）：1-877-227-5511、 (1-877-CBP-5511)
受付時間： 月曜～金曜 ／ 午前 8:30 ～ 午後 5:00（米国東部時間・EST）
（電話をかける際のアドバイス）
▷つながりにくい場合： 現在、システムエラーの影響で全米・世界中か
ら問い合わせが殺到している可能性が高く、回線が非常に混雑している
と予想される。朝の受付開始直後（東部時間の朝 8時すぎ）を狙ってか
けるのが比較的つながりやすい。
▷手元に用意するもの： 電話がつながったらスムーズに確認できるよ
う、「パスポート番号」と、もし分かれば ESTAの **「申請番号（Application 
Number）」をメモして手元に置く。もし電話がどうしてもつながらない
場合は、CBPの公式サイト（help.cbp.gov）にある「Ask a Question」
のWebフォームから、オンラインでテキストでの問い合わせ（インク
ワイアリー）を並行して送っておく。

　

米
国
へ
の
渡
航
に
必
要
な
電
子

渡
航
認
証
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）

に
お
い
て
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム

エ
ラ
ー
が
発
生
し
、
世
界
中
で
大

混
乱
が
起
き
て
い
る
。
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
や
海
外
の
ネ
ッ
ト
掲

示
板
「
レ
デ
ィ
ッ
ト
」
で
は
、
夏

に
6
月
23
日
（
米
国
東
部
時

間
）
に
申
請
を
行
い
、
一
度
は

正
常
に
「
承
認
（Approve

）」

さ
れ
た
渡
航
者
が
対
象
。
渡
航

の
わ
ず
か
数
日
前
や
数
時
間
前

に
な
っ
て
、
突
如
「
不
承
認

（Denied

）」
や
「
認
証
取
り

消
し
」
へ
と
ス
テ
ー
タ
ス
が
変

更
さ
れ
る
事
態
が
多
発
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
航
空
機
へ

の
搭
乗
を
拒
否
さ
れ
た
ケ
ー
ス

や
、
旅
行
保
険
の
適
用
を
断
ら

れ
た
例
も
あ
り
、
現
場
は
緊
迫

し
て
い
る
。

　

実
は
、
ビ
ザ
専
門
メ
デ
ィ
ア

「VisasNews

」
や
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ

な
ど
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

開
幕
前
の
6
月
上
旬
か
ら
「
一

度
承
認
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
が
突

如
無
効
化
さ
れ
る
怪
現
象
」
が

一
部
で
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
注

意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
今
回
の
「
6
月
23
日
申
請

者
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
さ
ら

に
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
障
害
と

し
て
爆
発
し
た
形
だ
。

　

米
税
関
・
国
境
取
締
局
（
Ｃ

Ｂ
Ｐ
）
の
電
話
窓
口
に
つ
な
げ

た
複
数
の
被
害
者
に
よ
る
と
、

窓
口
担
当
者
は
「
大
規
模
な
技

術
的
問
題
（
シ
ス
テ
ム
バ
グ
）

が
発
生
し
て
お
り
、
数
千
人
に

影
響
が
出
て
い
る
。
現
在
修
正

作
業
中
」
と
回
答
し
て
い
る
。

一
部
で
は
、
再
度
申
請
し
直
す

こ
と
で
「
承
認
」
へ
ス
テ
ー
タ

ス
が
戻
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
審
査

保
留
に
変
わ
っ
た
と
い
う
報
告

も
あ
る
が
、
ビ
ザ
の
緊
急
面
接

枠
の
確
保
は
数
か
月
先
ま
で
不

可
能
な
状
況
だ
。

　

近
々
渡
米
予
定
の
あ
る
渡
航

者
は
、
過
去
の
承
認
結
果
を
過

信
せ
ず
、
速
や
か
に
Ｃ
Ｂ
Ｐ

公
式
サ
イ
ト
（esta.cbp.dhs.

gov

）
か
ら
現
在
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
確
認
し
、
問
題
が
あ
る
場

合
は
直
接
Ｃ
Ｂ
Ｐ
へ
電
話
な
ど

で
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
、
自
己

防
衛
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

米
国
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
大
規
模
障
害 

一
度
は
「
承
認
」
も
突
如
却
下

渡
米
直
前
の
旅
行
者
が
悲
鳴

　

篠
崎
晃
（
し
の
ざ
き
・
あ
き

ら
）
89
歳
。
Ｎ
Ｙ
ソ
フ
ィ
ア
会

名
誉
会
長
、
5
月
27
日
ロ
ッ
ク

ラ
ン
ド
郡
の
ホ
ス
ピ
ス
で
頭
蓋

内
出
血
を
起
こ
し
た
40
日
後
に

再
出
血
な
ど
の
理
由
で
死
去
。

１
９
３
７
年
3
月
10
日
満
州
生

ま
れ
。
１
９
６
０
年
上
智
大
学

外
国
語
学
部
イ
ス
パ
ニ
ア
語
学

科
卒
業
、
同
年
三
井
物
産
株
式

会
社
入
社
。
会
社
生
活
の
37
年

の
う
ち
メ
キ
シ
コ
に
4
年
間
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
通
算
21
年
間

駐
在
。
2
度
目
の
Ｎ
Ｙ
駐
在
を

機
に
永
住
権
取
得
、
退
職
後
は

独
立
し
て
日
米
の
橋
渡
し
役
を

務
め
た
。
Ｎ
Ｙ
ソ
フ
ィ
ア
会
の

会
長
、「
Ｎ
Ｙ
鎌
倉
会
」
設
立
、

ハ
リ
ソ
ン
・
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・

ク
ラ
ブ
で
着
任
間
も
な
い
日
本

人
家
族
の
英
語
取
得
や
生
活
、

習
慣
へ
の
支
援
活
動
に
参
加
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
教
会
の
聖
歌

隊
参
加
。
９
月
に
偲
ぶ
会
を
予

定
。
喪
主
は
妻
・
静
江
さ
ん
。

篠
崎
晃
さ
ん
死
去

三
井
物
産
退
職
後
に

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
貢
献

http://myriverside.net/home
https://www.fivelightscenter.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
mailto:nforbes001@msn.com
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America250 　超党派・独立記念日お祝いプロジェクト
　アメリカ建国250周年を迎える7月 4日に独立記念日を祝う「America250」という行事が予定
されています。「America250」は10年前に連邦議会で超党派により企画されたプロジェクトで、各
地で  “America’s Block Party”  （地域ごとにより集まるパーティー）をすることを組織化し、一人ひと
りの国民がこれまでのアメリカの歴史を振り返ることを応援しています。また、２５０年後に開け
るTime Capsule を制作し、2276年のアメリカ人に2026年の姿を紹介することが計画され、注目

されています。 
　一方で、これに対抗するかのように「Freedom 250」という行事も各地で開催されています。これは昨年、トランプ政権
が独立記念を祝うために企画したものです。主催者は「America250」を置き換える（Replace）ものではなく補完（Complement）
するものだと主張しています。有力紙ワシントン・ポストによると、「America250」が建国からの歴史を振り返ることに
主眼を置いているのに対し、「Freedom 250」は国民の愛国心、自由、人権を尊重する側面を強調する趣旨だといいます。
　建国250周年を祝うために、議会は１.５億ドル（240億円強）の予算を決定しています。その予算が「America250」
と「Freedom 250」にどのように配分されるのか、メディアや国民が注視しています。　アメリカは1776年にイギリスか
らの独立宣言（Declaration of Independence）という形で、初めて議会制民主主義に基づき建国されました。この歴史上の
快挙を、二つの異なる運動で祝う状況は、良くも悪くも現在のアメリカの姿を象徴しているかのようです。タイムカプセ
ルを開く未来の歴史学者たちが2026年の建国記念日の状況をどのように振り返るのか、興味は尽きません。

 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【310】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

最
近
、
お
た
く
の
事
務
所
で
検

査
が
あ
っ
た
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら

聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
、
何
か
あ
っ

た
の
か
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣

（
た
て
が
み
）
が
、
会
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ

ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
、
譲

謙
）
に
聞
い
た
。

　
「
は
い
、
そ
れ
はPeer 

Review

の
こ
と
で
す
ね
」「
何

だ
、
そ
の
ピ
ア
ス
と
か
い
う

の
は
？
」「
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で

す
。
現
在
は
、
米
国
公
認
会
計

士
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
準
、
い
わ

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

ゆ
る
Ｓ
Ｑ
Ｍ
Ｓ
（Statements 
on Quality Management 
Standards

）
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
ほ
う
、
昔
と
は
違
う
の

か
？
」「
は
い
。
以
前
は
Ｓ

Ｑ
Ｃ
Ｓ
８
と
い
う
『
品
質
管

理
（Quality Control

）』
の

基
準
で
し
た
が
、
現
在
は
『
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（Quality 

Management

）』
へ
と
大
き

く
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
」「
ど
う
違
う
ん
じ
ゃ
？
」「
簡

単
に
い
う
と
、
決
め
ら
れ
た
手

続
き
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、

各
事
務
所
が
自
分
た
ち
の
リ
ス

ク
を
特
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
た

仕
組
み
を
作
っ
て
、
継
続
的
に

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
」「
ほ
う
、
な
か

な
か
難
し
そ
う
じ
ゃ
な
」「
え

え
。
単
な
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
は
な
く
、『
自
分
た
ち
で
考

え
る
品
質
管
理
』
に
な
っ
て
い

ま
す
」

　
「
そ
の
基
準
の
中
身
は
ど
う

な
っ
と
る
ん
じ
ゃ
？
」「
大
き

く
分
け
て
８
つ
の
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
」「
前
よ
り

増
え
と
る
な
」「
は
い
。
具
体

的
に
は
こ
う
で
す
。 

①
リ
ス

ク
評
価
プ
ロ
セ
ス 

②
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

③

倫
理
要
件 

④
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
受
嘱
と
継
続 

⑤
業
務
の
実

施 

⑥
人
的
資
源
や
Ｉ
Ｔ
な
ど

の
リ
ソ
ー
ス 
⑦
情
報
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 
⑧
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
お
よ
び
改
善 
で
す
」　

「
ほ
う
、『
改
善
』
ま
で
入
っ
と

る
の
か
」「
は
い
。
特
に
重
要

な
の
は
、
リ
ス
ク
を
考
え
て
仕

組
み
を
設
計
し
、
そ
れ
が
本
当

に
機
能
し
て
い
る
か
を
継
続
的

に
見
直
す
点
で
す
」

　
「Peer Review

は
そ
の
中

で
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る

ん
じ
ゃ
？
」「
今
は
少
し
意
味

合
い
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
以

前
は
外
部
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
側

面
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
現
在

は
事
務
所
自
身
が
ま
ず
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運

用
・
評
価
し
、
そ
の
う
え
で
外

部
が
確
認
す
る
、
と
い
う
位
置

づ
け
で
す
」「
つ
ま
り
、
自
分

で
管
理
し
て
自
分
で
直
し
て
い

く
の
が
基
本
と
い
う
こ
と
か
」

「
そ
の
通
り
で
す
。
い
わ
ば『
外

に
頼
る
品
質
管
理
』
か
ら
『
自

律
的
な
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

へ
の
転
換
で
す
」「
厳
し
く
な

っ
と
る
な
」「
は
い
。
た
だ
、

そ
の
分
、
事
務
所
ご
と
の
実
態

に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
仕
組
み
が

作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
」

　
「
と
こ
ろ
で
、
レ
ビ
ュ

ー
に
も
種
類
が
あ
る
ん
じ

ゃ
ろ
う
？
」「
は
い
、Peer 

Review

自
体
の
枠
組
み
は
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
基
準
で

は
『Engagement Quality 

Review

』
と
い
う
個
別
業
務

レ
ベ
ル
の
レ
ビ
ュ
ー
も
別
基
準

（
Ｓ
Ｑ
Ｍ
Ｓ
２
）
と
し
て
明
確

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
」「
つ

ま
り
、
事
務
所
全
体
と
個
々
の

仕
事
、
両
方
を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
か
」「
そ
の

通
り
で
す
。
事
務
所
全
体
の
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｑ
Ｍ
Ｓ

１
）
と
、
個
別
業
務
の
品
質
レ

ビ
ュ
ー
（
Ｓ
Ｑ
Ｍ
Ｓ
２
）
が
分

か
れ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
な
る
ほ
ど
の
う
…
。
昔
よ

り
『
考
え
る
こ
と
』
が
増
え
た

気
が
す
る
わ
い
」「
ま
さ
に
そ

こ
が
一
番
の
変
化
で
す
ね
。
単

に
『
守
る
』
か
ら
、『
設
計
し

て
改
善
す
る
』
へ
と
変
わ
っ
て

い
ま
す
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周
年

を
記
念
し
、
ア
メ
リ
カ
造
幣
局

（U.S. Mint

）
は
25
セ
ン
ト
硬

貨
を
含
む
す
べ
て
の
流
通
硬
貨

の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
記
念

硬
貨
を
発
行
し
て
い
る
。

　

特
に
25
セ
ン
ト
硬
貨
は
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
や
自
由
の
理
念
を

テ
ー
マ
に
、
5
種
類
の
異
な
る

デ
ザ
イ
ン
が
流
通
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
と
発
行
月
は
次
の
通
り
。

1
月
：
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
誓

約 

（M
ayflower Compact

）

１
６
２
０
年
に
巡
礼
始
祖
（
ピ

ル
グ
リ
ム
）
を
運
ん
だ
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
号
と
、抱
き
合
う
男
女
。

3
月
：
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争 

（Revolutionary W
ar

）
独
立

戦
争
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
と
、
バ
レ
ー
フ
ォ
ー
ジ
を

見
下
ろ
す
大
陸
軍
兵
士
。

5
月
：
ア
メ
リ
カ
独
立

宣

言 

（Declaration of 
Independence

）
ト
ー
マ
ス
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン（
表
）と
、「
自

由
の
鐘
（
リ
バ
テ
ィ
・
ベ
ル
）」

（
裏
）。

8
月
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法 

（U.S. Constitution

）
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
表
）
と
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
独
立
記

念
館
（
裏
）

10
月
：
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説 

（Gettysburg Address

）

エ

イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン

（
表
）
と
、
固
く
握
り
合
わ
さ

れ
た
2
つ
の
手
（
裏
）

　

表
面
の
デ
ザ
イ
ン
も
通
常
の

ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
で
は
な

く
、
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
歴

代
大
統
領
や
偉
人
の
肖
像
に

変
わ
る
。
す
べ
て
の
硬
貨
に

「
１
７
７
６
〜
２
０
２
６
」
の

記
念
刻
印
が
入
る
。
ま
た
、
コ

レ
ク
タ
ー
必
見
の
「
激
レ
ア
硬

貨
」
は
5
月
発
売
の
「
独
立
宣

言
ク
ォ
ー
タ
ー
」
で
、
わ
ず
か

25
万
枚
だ
け
の
限
定
硬
貨
が
流

通
す
る
。
造
幣
局
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
は
購
入
で
き
ず
、

日
々
の
お
釣
り
な
ど
か
ら
見
つ

け
る
し
か
入
手
方
法
が
な
い
た

め
、
ア
メ
リ
カ
で
大
き
な
宝
探

し
（
コ
イ
ン
ハ
ン
ト
）
ブ
ー
ム

が
起
き
て
い
る
。

建
国
を
記
念
25
セ
ン
ト

造
幣
局
が
記
念
硬
貨

5種類のコイン
25万枚を発行

Photo: United State Mint

　

11
月
の
本
選
挙
を
前
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
23
日
、
民

主
・
共
和
両
党
の
予
備
選
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
民
主
党
の

連
邦
下
院
予
備
選
で
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ

ム
ダ
ニ
市
長
が
支
持
し
た
候
補

３
人
が
そ
ろ
っ
て
勝
利
し
、
民

主
党
内
で
民
主
社
会
主
義
派

（
Ｄ
Ｓ
Ａ
）
の
影
響
力
拡
大
を

印
象
付
け
た
。　

　

当
選
し
た
の
は
、第
7
区（
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
北
部
・
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
南
部
）
の
ク
レ
ア
・
バ
ル

デ
ス
氏
（
40
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
議
会
で
ス
タ
ッ
フ
を
務
め

た
労
働
運
動
出
身
で
、
住
宅
問

題
や
労
働
者
支
援
を
訴
え
て
き

た
。
第
10
区
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

西
部
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
西
部
）

で
は
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
監
査

官
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
ン
ダ
ー
氏

（
56
）
が
現
職
議
員
を
破
っ
た
。

ラ
ン
ダ
ー
氏
は
長
年
、
市
政
で

住
宅
政
策
や
財
政
改
革
に
携
わ

っ
て
き
た
左
派
政
治
家
と
し
て

知
ら
れ
る
。
第
13
区
（
ハ
ー
レ

ム
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
南
西
部
）
で

は
地
域
活
動
家
で
大
学
院
博
士

課
程
に
在
籍
す
る
ダ
リ
ア
リ

サ
・
ア
ビ
ラ
・
シ
ュ
バ
リ
エ
氏

（
31
）
が
、
５
期
務
め
た
現
職

議
員
を
破
る
番
狂
わ
せ
を
演
じ

た
。　

　

３
選
挙
区
は
い
ず
れ
も
民
主

党
支
持
が
圧
倒
的
に
強
い
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
あ
り
、
11
月

の
本
選
挙
で
も
民
主
党
候
補
が

優
位
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
共

和
党
は
３
氏
を
「
急
進
左
派
」

と
位
置
付
け
て
攻
勢
を
強
め
る

構
え
だ
。
今
回
、
マ
ム
ダ
ニ
市

長
が
応
援
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
の
３
候
補
に
限
ら
れ

た
。
市
長
の
政
治
的
影
響
力
の

大
き
さ
を
示
す
一
方
、
支
持
基

盤
が
市
内
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

市
長
支
持
候
補
が
３
人
全
勝　

民
主
党
左
派
の
存
在
感
高
く

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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Longford’s Ice 
Cream 

4 Elm Pl, Rye
日～木 12:00～ 21:00、
金・土 12:00～ 22:00

https://longfordsicecream.com/

　1776 年 7 月 2 日、
米国の大陸会議が英国
からの独立決議を可
決。2日後にトーマス・
ジェファーソン起草の
「独立宣言」が正式に
採択され、この 7月 4
日が「独立記念日＝ア
メリカの誕生日」とな
った。以来、7月 4日

に全米で花火やパレードが行われ、建国の理念
である「自由と独立」を祝うようになった。特
に今年は建国 250 周年の節目に当たるため、各
地で盛大なイベントが予定されている。以下は
ウエストチェスターとコネチカットで開催され
るイベント情報。
■グロトン（CT）
　コネチカット州南東部、テムズ川に面した街
グロトンにはアメリカ海軍の潜水艦の大半を製
造するジェネラル・ダイナミクス・エレクトリ
ック・ボート社とニューロンドン海軍潜水艦基

地があり、「世界の潜水艦の首都」と
して知られている。豊かな海洋史とニ
ューイングランド沿岸の魅力が見事に
融合した街の独立記念日には、例年大
勢の人が訪れ、その長い軍事史を称え
る。消防車、クラシックカー、フロー
ト（山車）、マーチングバンドによる
パレードは 7月 4 日午前 10 時、ポク
ォノック・プレーンズ・パークを出
発。Poquonnock Plains Park (1 Central 
Ave, Groton, CT 06340) www.groton-ct.
gov/america250/parade.php　潜水艦
好きの人は是非「サブマリン・フォー
ス・ミュージアム」にも行ってみよう。
https://ussnautilus.org/
■エンフィールド（CT）
　ホワイトプレーンズ駅から車で約 2
時間、CT 州の北端にあるエンフィー

ルドでは金曜日から日曜日まで 3日間かけて独
立記念日を祝う。パレード、ロードレース、カ
ーショー、子供向けイベント、地元の食の祭典
とビアガーデン、数々のバンド演奏が楽しめる。
イベントの最後は壮大な花火大会で締めくくる。
MAとの州境を越えるとすぐにある遊園地のシ
ックス・フラッグスを絡めた週末旅行も楽しい。
www.enfi eldcelebration.org/
■ケンシコ・ダムプラザ
　7 月 3 日午後 5 時、DJ がイベントの幕開け
を飾り、午後 7時からはネイキッド・ソウル・
バンドが登場。日没後の午後 9時頃からケンシ
コ・ダムを背景に壮大な花火大会が開催される。
エア遊具や売店を備えたキッズゾーンがあるた
め、小さな子供連れも楽しめる。駐車場は無料
だが数に制限あり。ピクニックシートや椅子の
持 参 OK。Kensico Dam Plaza (1 Bronx　River 
Parkway, Valhalla)
■ハーバー・アイランド・パーク
　ママロネックの消防署が主催する毎年恒例の
地域イベントで、移動遊園地、食べ物やお菓子、
カーニバルゲームや景品などが一週間に渡り楽
しめる。子供が大好きな消防車のパレードは 1
日（水）に、花火大会は 4日午後 9時 15 分頃、

アメリカ、250歳
おめでとう！ 美

味
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
食
べ
た
い
！

　

Ｎ
Ｙ
州
北
西
部
に
並
ぶ
南
北

に
細
長
い
湖
の
こ
と
を
ま
と
め

て
「
フ
ィ
ン
ガ
ー
レ
イ
ク
ス
」

と
呼
ぶ
が
、
地
図
を
パ
ッ
と
見

た
だ
け
で
も
湖
は
５
つ
以
上
あ

る
の
で
、
全
部
で
一
体
幾
つ
あ

る
の
か
調
べ
て
み
た
。
一
般
的

に
フ
ィ
ン
ガ
ー
レ
イ
ク
ス
と
呼

ば
れ
る
の
は
コ
ネ
ス
ス
湖
、
ヘ

ム
ロ
ッ
ク
湖
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス

湖
、
ホ
ニ
ー
オ
イ
湖
、
カ
ナ
ン

ダ
グ
ア
湖
、
キ
ュ
ー
カ
湖
、
セ

ネ
カ
湖
、
カ
ユ
ガ
湖
、
オ
ワ
ス

コ
湖
、
ス
カ
ニ
ア
テ
レ
ス
湖
、

オ
テ
ィ
ス
コ
湖
、
全
部
で
11
の

湖
で
、
こ
の
中
で
一
番
深
く
面

積
の
広
い
の
が
セ
ネ
カ
湖
、
一

番
細
長
い
湖
は
カ
ユ
ガ
湖
。
こ

れ
ら
の
湖
は
す
べ
て
氷
河
期
後

に
氷
河
に
よ
っ
て
削
り
出
さ
れ

た
た
め
、
細
長
く
、
指
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
風

光
明
媚
な
エ
リ
ア
で
観
光
地
と

し
て
人
気
が
高
く
、
ワ
イ
ン
の

産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

Ｎ
Ｙ
田
舎
町
う
ん
ち
く
⑥

　

１
９
９
２
年
、
ウ
ェ
ス
ト
夫

妻
が
ポ
ー
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
に
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
創

業
、
地
元
の
シ
ェ
フ
向
け
に
少

量
生
産
の
高
品
質
な
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
提
供
し
た
。
美
味
し

い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
人
気
を

呼
び
、
ラ
イ
に
２
店
舗
目
を
オ

ー
プ
ン
、
続
い
て
卸
売
へ
と
事

業
を
拡
大
。
２
０
１
７
年
に
は

卸
売
部
門
を
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
移
転
し

た
。
材
料
に
は
新
鮮
な
ク
リ
ー

ム
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
糖
、
輸
入
バ

ニ
ラ
、濃
厚
な
コ
コ
ア
を
使
い
、

現
在
も
少
量
生
産
の
手
作
り
レ

シ
ピ
を
維
持
し
て
い
る
。

　

シ
ョ
ッ
プ
は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
の
ア
ー
モ
ン
ク
、
ラ
ー

チ
モ
ン
ト
、
ラ
イ
の
３
店
舗

と
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
グ
リ
ニ

ッ
チ
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
２

ママネック・アベニューからハーバー・アイラン
ド・パークにかけて開催される。雨天の場合は
5 日に延期。Harbor Island Park (60-98 Harbor 
Island Park, Mamaroneck)
■ハドソン・パーク
　4日の夜にハドソンパークで開催されるニュー
ロシェル主催のアメリカ建国 250 周年記念イベ
ント「スパーク・ザ・サウンド」。サザンロックや、
アメリカン・ソングブックの不朽の名曲の数々を
楽しむ野外コンサートと花火大会を楽しむ夕べ。
ライブは午後 6時から、花火は午後 9時開始予
定。午後 10 時まで、入場無料。Hudson Park (1 
Hudson Park Rd.　New Rochelle)
■ポートチェスター高校
　ポートチェスター高校主催による「アメリカ
250 周年記念パーティー」。4 日午後 6 時から、
ライブミュージック、エア遊具、フードトラック

などが楽しめる。メインイベントの花火大会はレ
ッドブル・スカイダイブチームのジェフ・プロベ
ンツァーノによるプレショーの後、午後 9時から
開始予定。Port Chester High School (1 Tamarak 
Rd. Rye Brook)
■ピアソンパーク
　タリータウン駅西側、ハドソン川沿いのピアソ
ンパークで開催される花火大会とお祭り。花火の
前にロブスターロールからドーナツまでさまざま
なフードトラックで腹ごしらえして、フェイスペ
イント、エア遊具、ライブ演奏を楽しもう。ジャ
ズの生演奏は午後 1時から 3時まで、フードトラ
ックは午後 5時から 9時まで、生バンドの演奏は
午後 7時 30 分から 9時まで。花火は日没後の夜
9時以降。駐車場には限りがあるため、遠くに停
めるか電車の利用を。Pierson Park (238 W Main 
St. Tarrytown)

店
舗
、
合
計
５
店
舗
。
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
は
毎
日
30
種
類
以
上

の
フ
レ
ー
バ
ー
が
並
び
、
選
ぶ

の
に
苦
労
し
て
し
ま
う
。
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
ほ
か
、
ソ
ル
ベ

と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
販
売
し
て
い

る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
在

住
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
好
き
は

マ
ス
ト
ゴ
ー
。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://longfordsicecream.com/
https://ussnautilus.org/
www.groton-ct.gov/america250/parade.php
www.enfieldcelebration.org/
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Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
イ
ン
パ
ク
ト

財
団
は
、
フ
ー
ド
・
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
と
提
携

し
、
カ
ー
マ
イ
ン
ズ
・
イ
タ
リ

ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
第
2

回
年
次
奨
学
金
授
与
式
を
開
催

し
た
。
今
年
は
、
教
育
お
よ
び

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

す
る
た
め
、
将
来
有
望
な
学
生

30
人
に
奨
学
金
を
授
与
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
を
世
界
有
数
の
食
の

都
と
し
て
支
え
、
地
域
社
会
を

築
き
、
多
く
の
機
会
を
生
み
出

す
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
で
の

キ
ャ
リ
ア
を
目
指
す
学
生
た
ち

の
努
力
、
献
身
、
そ
し
て
才
能

を
称
え
た
。
こ
れ
ら
の
賞
は
イ

ン
パ
ク
ト
財
団
の
理
事
で
あ
る

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ン
ク
氏
、
メ

ル
バ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
、
テ
レ

ン
ス
・
タ
ブ
リ
デ
ィ
氏
、
ア
ン

ド
ル
ー
・
リ
ギ
ー
氏
、
そ
し
て

Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
・
イ
ン
パ
ク
ト
財

団
、
ア
ド
リ
ア
ン
・
ギ
テ
リ
奨

学
金
、
ア
リ
ス
＆
ア
ー
テ
ィ
・

カ
ト
ラ
ー
・
レ
ガ
シ
ー
奨
学
金
、

StubHub

、
お
よ
び
そ
の
他
の

寛
大
な
支
援
者
の
厚
意
に
よ
り

実
現
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
旧
Ｎ
Ｙ

日
本
食
協
会
）
も
同
傘
下
と
し

て
支
援
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
学
校
に

通
う
生
徒
や
そ
の
保
護
者
、
教

師
、
教
育
活
動
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
が
6
月
24
日
、、
生
成

Ａ
Ｉ
技
術
が
教
育
や
デ
ー
タ
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
与
え
る
影
響
を

懸
念
し
、
公
立
学
校
で
の
Ａ
Ｉ

利
用
の
2
年
間
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
（
一
時
停
止
）
を
求
め
て
市

庁
舎
前
で
集
会
を
開
い
た
。

　

彼
ら
は
教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）

の
明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
き

導
入
を
「
無
謀
」
と
批
判
し
、

生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
批
判

的
思
考
力
、
そ
し
て
企
業
の
貪

欲
さ
へ
の
懸
念
を
理
由
に
、
ゾ

ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ
市
長

に
対
し
、
学
校
で
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
使
用
を
2
年
間
凍
結
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
団
体

「Comix Action

」
に
所
属
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、グ
レ
ッ
グ
・

パ
ク
氏
は
、
漫
画
へ
の
愛
や
創

造
的
な
表
現
を
伝
え
る
た
め
、

頻
繁
に
生
徒
た
ち
と
活
動
し
て

い
る
と
語
っ
た
。

　

同
氏
は
、
学
校
で
の
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
用
が
Ｎ
Ｙ
市
の
生
徒
た

ち
の
創
造
性
や
自
信
を
阻
害

し
、
さ
ら
に
深
刻
な
結
果
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
と
懸
念
を
示

し
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に

関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
若
者
の

自
殺
事
例
が
い
く
つ
か
注
目
を

集
め
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
が
創
造
性
や
批

判
的
思
考
に
与
え
る
影
響
へ
の

懸
念
に
加
え
、
保
護
者
や
支
援

者
た
ち
は
、
子
供
た
ち
の
デ
ー

タ
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
疑
問

を
呈
し
た
。

　
「Climate Families NYC

」

の
主
催
者
で
あ
る
リ
ア
ッ
ト
・

オ
レ
ニ
ッ
ク
氏
は
、
自
分
の
子

供
た
ち
が
学
校
で
一
度
も
使
っ

た
こ
と
の
な
い
Ａ
Ｉ
技
術
で
さ

え
、
依
然
と
し
て
子
供
た
ち
を

危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
と
述

べ
た
。
彼
女
は
息
子
の
学
校

で
教
育
者
が
使
用
し
て
い
る

「Procare

」
と
い
う
ア
プ
リ
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
教
師
た
ち

が
こ
の
ア
プ
リ
を
通
じ
て
児
童

に
関
す
る
情
報
を
記
録
し
て
い

る
と
述
べ
、
同
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ

ー
を
批
判
し
た
。

　

そ
の
ポ
リ
シ
ー
に
は
、
匿
名

化
さ
れ
た
一
部
の
デ
ー
タ
を
第

三
者
に
販
売
し
た
り
、
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
た
場
合
に
は
法

執
行
機
関
と
情
報
を
共
有
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
教
師
た

ち
は
、
そ
の
子
が
ト
イ
レ
に
行

く
時
間
な
ど
を
ア
プ
リ
に
入
力

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

3
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立

学
校
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
は
同
シ

ス
テ
ム
内
の
教
員
向
け
に
Ａ
Ｉ

活
用
に
関
す
る
指
針
を
発
表
。

こ
の
指
針
で
は
、
誤
情
報
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
懸
念
と
い
っ

た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
詳
述
す
る

と
と
も
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
す
る

た
め
に
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
が
開
発
し

た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）」
に
つ

い
て
も
詳
し
く
説
明
し
て
い

る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

堤
紀
子
校
長
）
の
今
年
度
の
運

動
会
は
天
候
不
順
で
中
止
と
な

っ
た
が
、
初
等
部
５
・
６
年
生

は
６
月
13
日
に
、
体
育
館
で
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
し
た
。
競
技

の
準
備
は
児
童
た
ち
が
自
ら
進

ん
で
協
力
し
合
い
、
役
割
を
分

担
し
て
取
り
組
ん
だ
。
開
会
式

で
は
、
昨
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の

赤
組
代
表
に
よ
る
優
勝
ト
ロ
フ

ィ
ー
の
返
還
が
行
わ
れ
、
本
番

さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
の
中
で
競

技
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

５
年
生
は
３
ク
ラ
ス
編
成
の

た
め
各
ク
ラ
ス
が
赤
組
・
白
組

に
分
か
れ
、
６
年
１
組
が
率
い

る
赤
組
と
６
年
２
組
が
率
い
る

白
組
に
分
か
れ
て
対
戦
し
た
。

各
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身
に
着
け

た
児
童
た
ち
は
、
仲
間
へ
大
き

な
声
援
を
送
り
な
が
ら
「
障
害

物
競
走
」
と
「
台
風
の
目
」
の

２
種
目
に
挑
戦
。
白
熱
し
た
接

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は

歓
声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

　

多
く
の
児
童
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
運
動
会
の
中
止
は
残
念

な
結
果
と
な
っ
た
が
、
限
ら
れ

た
状
況
の
中
で
も
「
で
き
る
こ

と
」
を
考
え
、
仲
間
と
協
力
し

な
が
ら
新
た
な
形
で
行
事
を
実

現
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
の
機
会

と
な
っ
た
。

NJ 補習授業校
5、6年生がミニ運動会

　

６
月
17
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
グ
リ
ニ
ッ
チ
、
森
本
恵
作
校

長
）
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
で
日
本

航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
職
場
訪
問
を

行
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代

表
す
る
大
き
な
空
港
で
働
く
人

た
ち
か
ら
、
空
港
や
航
空
の
仕

事
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

空
港
で
は
、
日
本
か
ら
到
着

し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
機
体
を
見
な
が

ら
、
総
務
セ
ク
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
や
整
備
士
か
ら
、
飛
行

機
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
を

聞
い
た
。
エ
ン
ジ
ン
内
の
渦
巻

き
模
様
の
役
割
や
機
体
番
号
の

意
味
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
働
く
人
た
ち

の
仕
事
内
容
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

後
、
機
体
内
部
の
様
子
を
映
像

で
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
や
客
室

乗
務
員
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
な
ど
、
普
段
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
や
、

飛
行
機
を
安
全
に
運
航
す
る
た

め
の
工
夫
、
そ
の
安
全
を
支
え

る
多
く
の
人
々
の
役
割
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
仕
事
内
容

だ
け
で
な
く
、
働
く
こ
と
へ
の

思
い
や
、
や
り
が
い
に
つ
い
て

の
質
問
も
挙
が
っ
た
。
特
に
、

飛
行
機
を
１
機
飛
ば
す
た
め
に

は
何
万
人
も
の
人
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
利
用
者
一

人
一
人
を
安
全
に
目
的
地
ま
で

届
け
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
話
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
空
港
で
働
く
人

た
ち
の
責
任
感
や
仕
事
へ
の
誇

り
、
そ
し
て
一
つ
の
フ
ラ
イ
ト

を
支
え
る
多
く
の
人
々
の
役
割

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
の
進
路
や
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。

空
の
安
全
と
仕
事
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
が
職
場
訪
問

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
で
日
本
航
空
見
学

公
立
高
校
で
Ａ
Ｉ
一
時
停
止

教
師
、
保
護
者
が
市
に
要
求

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
目
的
に
30
人
に

Ｎ
Ｙ
レ
ス
ト
ラ
ン
団
体
が
奨
学
金

https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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小
３
の
娘
が
「
明
日
の
ア

ー
ト
の
時
間
に
必
ず
持
っ
て
き

て
ね
と
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
も

の
何
だ
っ
た
か
忘
れ
ち
ゃ
っ

た
、
ど
う
し
よ
う
」
と
動
揺
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
誰
か
に

連
絡
し
て
聞
く
よ
う
に
言
い
ま

し
た
が
、「
お
母
さ
ん
が
聞
い

て
」
と
頑
と
し
て
動
こ
う
と
し

ま
せ
ん
。
も
と
も
と
精
神
的
に

繊
細
で
心
配
性
で
す
。
人
に
頼

み
ご
と
を
す
る
の
も
か
な
り
苦

手
で
す
。
ど
う
対
処
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。　
（
Ｎ
Ｙ
州
、
母
）

Ａ　

人
に
も
の
を
頼
む
と
い
う

の
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
気
質
的
に
繊

細
・
敏
感
で
あ
れ
ば
尚
更
で

す
。
し
か
し
相
手
の
都
合
や
気

持
ち
に
気
を
配
り
な
が
ら
も
自

分
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
、
上
手
に
頼
み
ご
と
を
す

る
と
い
う
の
は
大
事
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
一
つ

で
す
。
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
今
後
の
子
ど
も
の
人
間
関

係
や
自
己
効
力
感
に
好
影
響
を

与
え
ま
す
。
家
庭
で
そ
の
よ
う

な
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
る
よ
う

是
非
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
人
に
う
ま
く
頼
み
ご

と
が
で
き
る
こ
と
の
意
義
を
話

し
ま
し
ょ
う
。
人
は
生
き
て
い

く
上
で
、
必
ず
誰
か
と
助
け
合

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え

ま
す
。
そ
し
て
相
手
の
都
合
や

気
持
ち
を
尊
重
し
な
が
ら
上
手

に
も
の
を
頼
む
方
法
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
よ
う
に
互
い
に
助
け

合
う
こ
と
で
人
間
関
係
が
よ
り

親
密
に
な
っ
た
り
、
信
頼
を
築

い
て
い
け
る
こ
と
を
年
齢
に
合

わ
せ
て
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

次
に
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
説

明
し
ま
す
。

①
「
は
じ
め
の
言
葉
」
を
言
う

（
例
：「
急
に
ご
め
ん
ね
」「
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け

ど
、
い
い
か
な
」)

②
「
頼
み
ご
と
を
す
る
理
由
」

を
伝
え
る
（
例
：「
明
日
の
ア

ー
ト
に
持
っ
て
行
く
も
の
忘
れ

ち
ゃ
っ
た
」）

③「
実
際
に
頼
む
」（
具
体
的
に
）

（
例
：「
何
だ
っ
た
か
教
え
て
く

れ
る
？
」）

④
「
お
わ
り
の
言
葉
」（
例
：「
あ

り
が
と
う
、
お
か
げ
で
助
か
っ

た
」「
私
も
何
か
で
き
る
こ
と

あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
」）

　
「
は
じ
め
の
言
葉
」
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
こ
れ
か
ら
頼
み
ご
と

を
す
る
相
手
に
な
る
べ
く
よ
い

気
分
で
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う

言
葉
を
添
え
る
こ
と
で
す
。
相

手
の
都
合
を
考
慮
し
て
い
る
こ

と
や
、
忙
し
い
の
に
時
間
や
手

間
を
取
ら
せ
て
悪
い
と
思
う
気

持
ち
を
伝
え
ま
す
。
第
２
に

「
頼
み
ご
と
を
す
る
理
由
」
を

伝
え
ま
す
。
理
由
を
伝
え
る
か

ど
う
か
で
相
手
が
受
け
る
印
象

や
反
応
が
か
な
り
違
っ
て
き
ま

す
。
納
得
で
き
る
理
由
を
聞
け

ば
自
然
と
そ
れ
を
叶
え
て
あ
げ

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
り

ま
す
。
第
３
に
、
具
体
的
か
つ

明
確
に
「
実
際
に
頼
む
」
こ
と

を
し
ま
す
。
例
え
ば
荷
物
を
運

ぶ
の
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
時
、

曖
昧
に「
こ
れ
重
い
ん
だ
よ
ね
」

と
言
う
だ
け
で
は
相
手
が
「
自

分
が
頼
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
が

わ
か
ら
ず
助
け
が
得
ら
れ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
は
っ
き

り
具
体
的
に
相
手
に
頼
み
ご
と

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に
「
お
わ
り
の
言
葉
」
で

す
。
お
礼
や
相
手
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
自
分
が

ど
う
助
か
る
か
、
ま
た
相
手
の

頼
み
ご
と
を
今
後
き
く
用
意
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

相
手
に
「
引
き
受
け
て
あ
げ
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
、
ま
た
「
役
に
立

て
た
」
と
相
手
の
方
で
も
良
い

気
分
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

親
子
で
実
際
の
場
面
を
想
定

し
「
頼
む
役
」
と
「
頼
ま
れ
る

役
」
に
な
り
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で

練
習
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
の

際
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
事
な
こ
と
も
伝
え
ま
し

ょ
う
。
①
相
手
に
体
を
向
け
目

を
見
て
話
す
、
②
聞
こ
え
る
声

で
は
っ
き
り
と
話
す
、
③
落
ち

着
い
て
自
信
を
持
っ
て
話
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
親
が
見
本
を
示
し
、

親
子
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
て
練

習
し
ま
し
ょ
う
。
ど
こ
が
難
し

か
っ
た
か
な
ど
話
し
合
い
、
具

体
的
な
改
善
策
を
提
案
し
ま

す
。
批
判
的
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
し
「
こ
こ
が
よ
か
っ
た
」

と
具
体
的
に
褒
め
た
後
、「
こ

う
す
れ
ば
も
っ
と
い
い
」
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

自
信
や
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
褒
め
な
が
ら
少
し
ず
つ

で
き
る
よ
う
導
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
上
手
に
頼
ん
で
も

断
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
も

同
時
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
た
と

え
相
手
を
助
け
た
い
と
思
っ
て

も
断
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
も
し
断
ら
れ
て
も

他
に
も
解
決
法
が
あ
る
こ
と
も

（
他
の
子
に
頼
む
、
先
生
に
事

情
を
説
明
す
る
他
）
話
し
合
わ

れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
小
堤

紀
子
校
長
）
は
６
月
20
日
、
幼

児
部
の
恒
例
行
事
「
水
遊
び
」

を
実
施
し
た
。
夏
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
晴
天
の
下
、
園
児
た

ち
は
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し

み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。
こ
の
日
、
子
ど

も
た
ち
は
水
着
や
バ
ス
タ
オ
ル

を
手
に
登
校
。中
庭
に
集
合
し
、

先
生
か
ら
遊
び
方
や
、
み
ん
な

が
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
の

約
束
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
水
遊
び
が
始
ま
っ
た
。

　

会
場
に
は
、
泡
の
プ
ー
ル
や

お
ま
ま
ご
と
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
中
に
な
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
の
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
た
。
園
児
た
ち
は
夏
の
日

差
し
の
中
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ

な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん

だ
。
凍
ら
せ
た
水
風
船
か
ら
丸

い
氷
を
取
り
出
す
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
つ
め
た
ー
い
」
と
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
、
友
達
と
協
力

し
て
氷
を
小
さ
く
し
よ
う
と
工

夫
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
夢
中

で
遊
ん
だ
後
は
、
中
庭
に
設
置

し
た
テ
ン
ト
で
友
達
と
横
に
な

っ
て
休
憩
す
る
な
ど
、
の
ん
び

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。

NJ 補習授業校

幼児部で水遊び

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
園
長
）

は
６
月
21
日
、
七
夕
祭
り
を
開

催
し
た
。
園
児
た
ち
は
色
鮮
や

か
な
浴
衣
や
甚
兵
衛
に
身
を
包

み
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

行
事
を
楽
し
ん
だ
。会
場
に
は
、

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
飾
っ

た
笹
が
並
び
、
七
夕
ら
し
い
風

景
が
広
が
っ
た
。

　

教
師
ら
に
よ
る
七
夕
劇
で

は
、
子
ど
も
た
ち
は
物
語
に
見

入
り
な
が
ら
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。
ま
た
七
夕
の
歌
を
元
気
よ

く
歌
い
、
七
夕
に
関
す
る
ク
イ

ズ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

さ
ら
に
、
配
ら
れ
た
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
を
嬉
し
そ
う
に
飲
む
園

児
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
祭

り
の
締
め
く
く
り
に
は
、
晴
天

に
恵
ま
れ
た
校
舎
の
中
庭
で
、

手
作
り
の
う
ち
わ
を
手
に
「
お

ば
け
の
花
火
音
頭
」
を
踊
っ

た
。
園
児
た
ち
は
音
楽
に
合
わ

せ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を
動

か
し
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
に
保

護
者
か
ら
も
温
か
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
園
児
、
保
護
者
、
教

職
員
が
と
も
に
季
節
の
行
事
を

楽
し
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と

と
き
と
な
っ
た
。

プリンストン日本語学校

幼稚園部で七夕祭り

https://www.samuraimama.com/
https://jp.kennedyinternational.org/
mailto:summerschool@nyikuei.org
tel:2122136069
https://miray109.com/
tel:2014616502
https://artofhaiku.org/
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
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 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（13）

　

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
へ
一

時
帰
国
し
た
り
、
旅
行
へ
出
か

け
た
り
す
る
方
も
多
い
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

　

旅
行
は
楽
し
い
も
の
で
す

が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
「
帰

国
後
か
ら
腰
が
痛
い
」「
飛
行

機
を
降
り
た
ら
首
が
回
ら
な

い
」「
足
の
し
び
れ
が
強
く
な

っ
た
」
と
い
っ
た
相
談
が
増
え

て
き
ま
す
。

　

原
因
の
一
つ
は
長
時
間
の
移

動
で
す
。
飛
行
機
や
車
内
で
は

同
じ
姿
勢
が
続
き
や
す
く
、
背

骨
や
骨
盤
ま
わ
り
の
関
節
が
固

ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

長
距
離
フ
ラ
イ
ト
で
は
腰
や
首

へ
の
負
担
は
想
像
以
上
で
す
。

　

ま
た
、
重
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

を
持
ち
上
げ
た
り
、
お
子
さ
ん

を
抱
っ
こ
し
た
り
、
慣
れ
な
い

ベ
ッ
ド
で
寝
た
り
す
る
こ
と
も

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
負
担
が
積
み
重
な

る
と
、
単
な
る
筋
肉
疲
労
だ
け

で
な
く
、
神
経
や
関
節
の
働
き

に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
腰
痛
だ
け
で
な
く
、
お

そ
の
腰
痛
、「
旅
行
の
疲
れ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ー
長
時
間
移
動
が
体
に
与
え
る
意
外
な
負
担

尻
か
ら
足
に
か
け
て
の
し
び
れ

や
違
和
感
と
し
て
現
れ
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

移
動
中
は
こ
ま
め
に
立
ち
上

が
っ
て
体
を
動
か
し
、
水
分
補

給
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
で
も
旅
行
後
に
症
状

が
続
く
場
合
は
、
疲
れ
の
せ
い

と
決
め
つ
け
ず
、
医
療
機
関
や

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
し
て
み
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
快
適
な
夏
の
思

い
出
の
た
め
に
も
、
体
の
ケ
ア

を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
の
取
り
入
れ
方
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
お
話
し

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
少
し

現
実
的
な
ご
相
談
の
一
例
と
し

て
、
医
療
機
器
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
無
呼
吸
症
候
群
で
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
陽
圧
呼
吸
療

法
）
を
ご
使
用
中
の
お
客
様
よ

り
、「
水
素
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
」
と
ご

相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

常
的
に
医
療
機
器
を
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
、
新
し
い
こ
と
を

取
り
入
れ
る
際
に
は
慎
重
に
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
、
医
療
機
関
の
管

理
の
も
と
で
、
水
素
吸
入
器
と

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
併
用
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

個
々
の
状
態
や
医
師
の
判
断
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
す
べ
て
の
方
に
当
て
は
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
お
客
様
の
場
合
も
、
日
本

の
医
師
に
ご
相
談
い
た
だ
い
た

上
で
環
境
を
整
え
ら
れ
、
現
在

は
無
理
の
な
い
形
で
両
方
を
併

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て

継
続
で
き
る
形
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

私
の
家
族
に
も
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を

使
用
し
て
い
る
者
が
お
り
、
そ

の
日
常
の
大
変
さ
は
身
近
に
感

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

新
し
い
選
択
肢
を
検
討
す
る
際

に
は
、
安
全
性
や
相
性
を
丁
寧

に
確
認
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
素
の
取
り
入
れ
方
は
一
つ

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

や
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
選
ん

で
い
く
も
の
で
す
。
特
に
医
療

機
器
を
ご
使
用
中
の
方
は
、
自

己
判
断
で
は
な
く
、
専
門
家
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
常
の
ケ
ア
と
医
療
的
な
管

理
、
そ
の
両
方
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
ご
自
身
に
と
っ
て
無
理

の
な
い
形
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
日
々

の
状
態
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

個
別
の
状
況
に
応
じ
た
取
り

入
れ
方
に
つ
い
て
ご
不
安
や
ご

質
問
が
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
水

素
が
、
皆
様
の
生
活
の
中
で
、

無
理
の
な
い
形
で
寄
り
添
う
選

択
肢
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
55
）
日
常
の
ケ
ア
と
医
療
機
器
と
の
向
き
合
い
方

　

今
年
は
10
月
６
日
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
第
15
回
〜kajikis 

show

〜
と
、
翌
日
の
７
日
に

は
国
連
本
部
で
の
「
日
本
国
国

連
加
盟
70
周
年
に
向
け
て
の
祝

賀
イ
ベ
ン
ト
」が
行
わ
れ
ま
す
。

国
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
私
が
イ
タ

リ
ア
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
依
頼
で
唐
津

市
の
峰
達
郎
現
市
長
と
私
が
国

際
情
報
会
議
で
ス
ピ
ー
チ
を
し

て
か
ら
８
年
ぶ
り
に
な
り
ま

す
。
国
際
親
善
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
定
例
化
し
、
す
で
に
20
年
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
時
の
流
れ

は
早
く
、
最
近
は
私
よ
り
先
輩

の
方
々
に
会
う
機
会
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
は

次
の
代
へ
継
承
し
て
い
く
事
が

肝
心
で
す
ね
。
最
近
に
な
っ
て

息
子
の
亮
祐
が
私
の
仕
事
の
継

承
を
望
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

数
年
か
か
っ
て
も
嬉
し
い
話
で

す
ね
。
私
自
身
は
生
涯
現
役
で

一
代
限
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
ね
。
こ
れ
も
「
風
の
ま
ま

に
」
流
れ
を
受
け
入
れ
て
見
ま

す
。
も
う
30
年
間
に
も
及
ぶ
Ｉ

Ｆ
Ａ
国
際
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
協
会
そ
し
て
一
般
社
団

法
人
Ｋ
Ｊ
国
際
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

連
盟
協
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
フ

ラ
ワ
ー
・
着
物
ド
レ
ス
・
ク
リ

ス
タ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
の
ス
ク

ー
ル
事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も
時

代
も
変
わ
り
若
い
世
代
へ
の
継

承
は
必
要
で
す
。

　

私
の
父
は
49
歳
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
私
は
18
歳
の
高
校
３

年
生
で
し
た
。
常
々
か
ら
「
敏

巳
、
人
生
50
年
、
父
さ
ん
も
も

予
測
の
つ
か
な
い
人
生 85

う
40
歳
だ
ぞ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
「
光
陰
矢
の
如

し
少
年
の
夢
学
成
り
難
し
」
と

伝
え
て
い
ま
し
た
。
49
歳
は
若

い
死
で
し
た
が
、
当
時
は
50
歳

定
年
く
ら
い
で
は
な
か
っ
た
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
さ
か
人
生
１
０
０
歳
時
代
が

進
も
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
に
パ
ソ
コ
ン
が

時
代
を
変
え
、携
帯
が
進
化
し
、

今
や
Ｉ
Ｔ
に
Ａ
Ｉ
と
想
像
す
ら

し
な
い
時
代
に
突
入
し
て
き
た

の
で
す
。
そ
の
中
で
、
人
が
ど

う
幸
せ
を
感
じ
て
暮
ら
す
か
と

言
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す

ね
。
満
州
で
軍
隊
へ
行
き
、
終

戦
の
復
員
引
き
揚
げ
で
親
兄
弟

と
と
も
に
韓
国
・
釡
山
か
ら
引

き
揚
げ
て
唐
津
に
住
み
ま
す
。

他
方
、
母
親
は
釡
山
女
子
高
校

を
出
て
釡
山
銀
行
に
勤
め
、
20

歳
位
で
弟
２
人
と
寝
た
き
り
の

父
親
を
連
れ
て
唐
津
へ
引
き
揚

げ
て
き
ま
す
。
当
時
は
日
本
人

で
有
り
な
が
ら
地
元
民
と
は
違

う
と
い
う
偏
見
が
あ
っ
た
で
し

ょ
う
ね
。
偶
然
の
事
か
ら
父
と

母
は
結
婚
し
て
激
動
の
人
生
を

歩
み
ま
す
。
唐
津
あ
た
り
に
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
事
も
少

な
か
っ
た
し
、
商
い
の
店
や
行

商
で
の
商
売
の
人
が
大
半
で
し

た
ね
。
そ
し
て
親
代
々
の
格
差

社
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
子
孫
と
し
て
い
つ
し
か
東
京

か
ら
銀
座
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
仕
事
の
ベ
ー
ス
は
変
わ

り
、
今
は
唐
津
と
の
２
極
生
活

で
す
。
予
測
の
付
か
な
い
の
が

人
生
で
す
ね
。　

 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

Ｎ
Ｙ
市
消
防
局（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）

は
６
月
24
日
、
防
火
体
験
が
で

き
る
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
Ｆ
Ｄ
Ｎ

Ｙ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ゾ
ー
ン
で
来
年

度
の
公
式
カ
レ
ン
ダ
ー
発
表
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
現
場
で
活

躍
す
る
モ
デ
ル
た
ち
と
の
交
流

に
多
く
の
市
民
が
参
加
し
た
。

２
０
２
７
年
版「
カ
レ
ン
ダ
ー
・

オ
ブ
・
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
に
掲
載

さ
れ
た
27
人
の
消
防
士
、
救
急

隊
員
、
救
命
士
た
ち
は
参
加
者

た
ち
を
笑
顔
と
自
慢
の
筋
肉
で

迎
え
、
サ
イ
ン
会
を
行
っ
た
。

　

４
月
の
ペ
ー
ジ
の
モ
デ
ル
を

務
め
た
第
32
分
署
レ
ス
キ
ュ

来年度版PRイベント盛況 ＦＤ
Ｎ
Ｙ
公
式
カ
レ
ン
ダ
ー

ー
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
ジ
ョ
バ
ン

ニ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
さ
ん
は
「
Ｆ

Ｄ
Ｎ
Ｙ
の
日
常
の
要
素
で
あ
る

健
康
を
カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
し
て

示
せ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

レ
ス
キ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
と

し
て
日
々
、
消
防
士
た
ち
を
も

含
む
メ
ン
タ
ル
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
た

め
、
自
分
た
ち
が
常
に
そ
の
柔

軟
性
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。
最

高
齢
は
55
歳
の
ケ
ビ
ン
・
ホ
ワ

イ
ト
署
長
で
３
月
を
担
当
し

た
。
値
段
は
女
性
版
、
男
性
版

と
も
に
１
部
25
ド
ル
で
、
収
益

は
隊
員
た
ち
の
訓
練
や
設
備
整

備
、
市
民
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
運
営
を
行
う
非
営
利
団
体

Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
財
団
に
寄
付
さ
れ

る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
公
式
サ
イ

トhttps://www.fdnyshop.
com/product-category/
collectibles/books-media/
calendar/

か
ら
購
入
で
き
る
。

　

米
国
人
の
多
く
が
宇
宙
人
は

存
在
し
、
５
人
に
１
人
は
「
す

で
に
地
球
に
来
て
い
る
」
と
信

じ
て
い
る
こ
と
が
テ
レ
ビ
局
Ｃ

Ｂ
Ｓ
が
行
っ
た
調
査
で
分
か
っ

た
。
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
と
英
世

論
調
査
会
社
ユ
ー
ガ
ブ
は
６
月

２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
米
国
人

成
人
２
０
２
３
人
を
対
象
に
宇

宙
人
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
対
す
る
意
識

調
査
を
行
っ
た
。
地
球
圏
外
の

知
的
生
命
体
に
つ
い
て
「
存
在

を
確
信
し
て
い
る
」の
は
63
％
、

21
％
は
「
す
で
に
接
触
し
た
こ

と
が
あ
る
」と
回
答
し
て
い
る
。

「
会
っ
て
み
た
い
」
と
関
心
が

あ
る
の
は
67
％
で
「
怖
い
」
の

31
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
５
月

に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
関

連
機
密
フ
ァ
イ
ル
の
第
２
弾
公

開
後
、
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
と
い
う
。
84
％
は
「
連
邦
政

府
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て
も
っ
と

知
っ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
考
え

て
い
る
。
一
方
10
人
中
３
人
は

同
フ
ァ
イ
ル
公
開
は
「
国
民
に

宇
宙
人
が
地
球
を
訪
れ
て
い
る

こ
と
を
信
じ
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
だ
」
と
思
っ
て
い
る
。

「
宇
宙
人
い
る
」

米
国
人
の
意
識
調
査

63
％
が
肯
定
的

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！
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$25-$30/hr. NY (#17075)
------------------------------------
● Program Execution Advisor(IT)
Consulting   
$120/hr. NY (#17059)
------------------------------------

------------------------------------
● Customer Service Rep. 
Logistics    
$20/hr. NJ (#17052)
------------------------------------
● Project assistant 
Government related org.    
$24.5/hr. NY (#17010)
------------------------------------
● School Operations Manager
Education    
$55K-$62K NY (#16937)
------------------------------------
● School Offi  ce Admin. 
(Part Time) Education 
$19-$23/hr. NY (#16936)
------------------------------------
● Assistant Vice Principal
(Part Time) Education  
$19-$23/hr. NY (#16932)
------------------------------------
● Operation&Customer Service Rep.
Manufacture 
$22-$25/hr NY (#16907) 
------------------------------------

------------------------------------
● Assistant Accountant
Manufacture   
$48K-$50K NY (#16879)
------------------------------------
● Sales Assistant 
Manufacturing    
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
は
日
向
多
の
く
つ
下
。

い
つ
も
学
校
へ
行
く
と
き
に
、

日
向
多
は
は
い
て
い
く
。
ぼ
く

は
白
い
く
つ
下
だ
。

　

今
回
の
学
校
間
交
流
で
は
、

Clarkstown High School 
South

の
生
徒
と
私
た
ち
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の
生

徒
が
ペ
ア
を
組
み
、
一
緒
に

授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
日
本
の
学
校
と
の

違
い
に
驚
い
た
り
、
気
付
い

た
り
す
る
場
面
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
に
つ
い
て
の
違
い
と

し
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

自
分
で
受
講
す
る
授
業
を
選

び
、
授
業
ご
と
に
教
室
を
移

動
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
い
つ
も
同
じ
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
授
業
を
受
け
る
の
で

は
な
く
、
授
業
ご
と
に
一
緒

に
学
ぶ
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り

ま
す
。
日
本
で
は
同
じ
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
自
分
た
ち
の
教

室
で
授
業
を
受
け
、
先
生
が

教
室
を
移
動
す
る
こ
と
が
一

般
的
な
の
で
、
と
て
も
新
鮮

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
授

業
と
授
業
の
休
み
時
間
は
短

く
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
終
わ

る
ま
で
に
次
の
教
室
へ
移
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ラ
ン
チ
の
時
間
に
つ

い
て
も
、
選
択
し
て
い
る
授

業
に
よ
っ
て
は
十
分
な
昼
食

時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

日
が
あ
る
と
聞
き
、
驚
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
学
校
で
は

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
お
弁

当
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
の
点
も
日
本
と
の

大
き
な
違
い
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　Clarkstown High School 
South

の
生
徒
た
ち
は
個
性

豊
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

ら
し
く
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
交
流
し
た
生
徒
た
ち
は
、

日
本
に
興
味
を
も
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
特
に
日
本
の
ア

ニ
メ
に
つ
い
て
詳
し
い
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
日
本

の
文
化
の
一
つ
で
あ
る
ア
ニ

メ
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、

共
通
の
話
題
を
通
し
て
日
本

語
と
英
語
を
交
え
な
が
ら
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
お
か
げ
で
自
然
に
周
り

「
自
由
な
学
び
に
触
れ
て
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
史
歩

「
げ
ん
ち
校
と
ほ
習
校
の
ち
が
い
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り
　
か
こ

の
生
徒
た
ち
と
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
育
ち
、
ア
メ
リ
カ

に
来
て
か
ら
も
日
本
人
学
校

で
学
ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
、

日
本
の
学
校
生
活
は
当
た
り

前
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
に
は
、
ア
メ
リ
カ

の
学
校
の
「
自
由
な
雰
囲
気
」

が
と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
も
し

自
分
が
こ
の
環
境
で
毎
日
過

ご
す
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

と
考
え
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
し

な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
学
校
で
は
、
自
分
で
判
断

す
る
力
や
自
分
を
律
す
る
力
、

そ
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る

姿
勢
が
な
け
れ
ば
そ
の
自
由

を
十
分
に
生
か
す
こ
と
は
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
貴
重
な
体
験
を
通

し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
大
切
に
し
、
日
本
に

帰
っ
た
後
も
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
も
て
る
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　   （
滞
米
２
年
11
か
月
）　

わ
た
し
は
、
げ
ん
地
校
と

ほ
習
校
の
算
数
の
ち
が
い
を

し
ょ
う
か
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て

お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
じ
ゅ

ぎ
ょ
う
中
に
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
勉
き
ょ
う
を
す
る
こ
と

で
す
。
け
れ
ど
、
た
だ
遊
ぶ

ゲ
ー
ム
で
は
な
く
レ
ッ
ス
ン

で
ま
な
ん
だ
こ
と
を
か
く
に

ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
か
け
算
の
考
え
方

の
ち
が
い
に
も
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
で

は
２
X
３
の
か
け
算
を
す
る

と
き
、
一
つ
あ
た
り
二
つ
の

も
の
が
三
つ
あ
る
と
き
に
、

３
X
２
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
よ
う

な
と
き
、
３
X
２
と
考
え
る

の
で
、
ど
う
し
て
お
な
じ
か

け
算
な
の
に
、
考
え
方
が
ち

が
う
の
だ
ろ
う
と
、
ふ
し
ぎ

に
思
い
ま
し
た
。

　

お
な
じ
学
校
で
も
、
国
が

ち
が
う
と
、
考
え
方
や
勉
き

ょ
う
の
し
か
た
が
ち
が
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
楽
し
い
で
す
。

ほ
か
の
国
の
学
校
に
も
、
ち

が
い
を
見
つ
け
る
た
ん
け
ん

に
、
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
５
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

動
く　

動
く　

動
く
水

ぼ
く
は　

イ
ル
カ

走
る
み
た
い
に　

水
を
け
る

プ
ー
ル
は
海

広
い
海

大
き
い
自
由
が　

も
っ
と
広
が
る

                      （
滞
米
４
年
）

「水を通る」
　　ケネディ・インターナショナルスクール
　　　　　　　　　　　　　　土曜日本人学校小４
　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　理恩
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「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
碧
彩

　

学
校
で
、
耳
の
ふ
じ
ゆ
う

な
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
先
生
は
、「
わ
た
し

た
ち
は
、
み
ん
な
ち
が
っ
て

い
て
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク

と
い
う
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
と
く
べ
つ
で
、
い
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

わ
た
し
は
そ
の
こ
と
ば
を

聞
い
て
、
と
て
も
す
て
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も

み
ん
な
ち
が
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
い
っ
し
ょ
に
い
る
の

が
楽
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
た
と
え
ば
、
お
友
だ
ち

の
り
な
ち
ゃ
ん
は
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を
作
る
の
が
と
く
い

で
す
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
に

作
る
の
が
と
く
い
じ
ゃ
な
い

け
れ
ど
、
バ
レ
エ
は
す
き
で

す
。
み
ん
な
ち
が
う
け
れ
ど
、

だ
れ
も
ま
け
て
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
、
み
ん
な
ち
が
っ

て
い
る
と
、
お
た
が
い
に
た

す
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
な
ち
ゃ
ん
か
ら
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
の
じ
ょ
う
ず
な
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

わ
た
し
も
バ
レ
エ
を
み
ん
な

に
見
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
、

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

お
話
を
し
て
く
れ
た
先
生

は
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
け
れ

ど
、
お
し
ゃ
れ
な
ほ
ち
ょ
う

き
を
つ
け
た
り
、
手
の
う
ご

き
や
文
字
な
ど
で
、
気
持
ち

を
つ
た
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
わ
た
し
は
そ
れ

を
聞
い
て
、
で
き
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
ち
が
う
や
り

方
で
で
き
る
ん
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お

友
だ
ち
や
家
ぞ
く
の
ち
が
う

と
こ
ろ
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た

し
の
ち
が
う
と
こ
ろ
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん

な
い
い
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

「
日
向
多
の
く
つ
下
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
日
向
多

　

学
校
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、

ぼ
く
は
と
て
も
く
さ
く
な
る
。

日
向
多
が
た
く
さ
ん
走
り
回

っ
て
、
あ
せ
を
か
く
か
ら
だ
。

家
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
洗
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
、
日

向
多
は
ぼ
く
を
ぬ
ぎ
っ
ぱ
な

し
に
す
る
。
そ
し
て
、
ソ
フ

ァ
ー
の
す
き
間
に
は
さ
ま
っ

て
、
い
つ
も
忘
れ
ら
れ
る
ん

だ
。

　

で
も
日
向
多
の
マ
マ
が
ぼ

く
を
見
つ
け
て
く
れ
て
、
ぼ

く
を
洗
っ
て
く
れ
る
。
す
る

と
ぼ
く
は
、
元
の
い
い
に
お

い
に
も
ど
る
。
だ
け
ど
、
次

の
日
に
は
、
同
じ
こ
と
の
く

り
返
し
。
し
か
も
、
片
方
が

見
つ
か
ら
な
く
て
、
い
つ
も

ち
が
う
く
つ
下
と
ペ
ア
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　

で
も
、
ぼ
く
の
な
か
ま
は

も
っ
と
つ
ら
い
ん
だ
。
だ
っ

て
、
も
っ
と
く
さ
く
な
る
か

ら
だ
。
そ
れ
は
、
日
向
多
の

兄
の
く
つ
下
だ
。
せ
ん
た
く

機
の
中
で
会
う
の
だ
け
れ
ど
、

い
つ
も
く
さ
す
ぎ
て
、
鼻
を

つ
ま
み
な
が
ら
話
す
ん
だ
。

「
何
日
前
に
ぬ
ぎ
す
て
ら
れ
た

の
？
」
と
、
ぼ
く
が
聞
く
と
、

「
ぼ
く
は
今
日
の
く
つ
下
だ

よ
。
今
日
は
な
ん
と
せ
ん
た

く
カ
ゴ
に
入
れ
て
も
ら
え
た

ん
だ
。
き
せ
き
が
起
き
た
ん

だ
。
す
ご
く
気
持
ち
い
い
よ
。」

と
、
兄
の
く
つ
下
は
答
え
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
ほ
か
の
せ
ん

た
く
物
た
ち
か
ら
拍
手
が
わ

き
起
こ
っ
た
。
ぼ
く
は
、
す

ご
く
感
動
し
た
。
ぼ
く
は
今

日
も
、「
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
よ

う
に
。」
と
、
思
い
な
が
ら
、

日
向
多
の
足
に
く
っ
つ
い
て

い
る
。　
　

                     　
（
滞
米
７
年
）
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Ｊ
Ｆ
Ｋ
や
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空

港
か
ら
直
行
便
で
約
５
時
間
。

週
末
に
数
日
の
休
み
を
プ
ラ
ス

す
れ
ば
無
理
な
く
行
け
る
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
は
、
こ
こ
数
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
人
た
ち

の
間
で
定
番
の
旅
先
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
と
い
え

ば
、
古
い
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ

が
並
ぶ
ロ
ー
マ
地
区
や
コ
ン
デ

サ
地
区
が
人
気
だ
が
、
少
し
街

の
中
心
部
を
離
れ
て
、
こ
の
街

の
ル
ー
ツ
を
感
じ
る
場
所
へ
足

を
延
ば
し
て
み
る
の
も
面
白

い
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
市

の
南
部
に
位
置
す
る
「
ソ
チ
ミ

ル
コ
（Xochimilco

）」。
ア
ス

テ
カ
帝
国
時
代
か
ら
続
く
水
路

が
今
も
残
る
、
世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
だ
。

は
じ
め
に
：
標
高
２
２
４
０
メ

ー
ト
ル　

春
の
よ
う
な
気
候
の

メ
ガ
シ
テ
ィ

　

ソ
チ
ミ
ル
コ
を
訪
れ
る
な

ら
、
ま
ず
知
っ
て
お
き
た
い
の

が
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
と
い
う
街

そ
の
も
の
の
特
徴
だ
。
こ
の

街
に
到
着
し
て
ま
ず
驚
く
の

は
、
そ
の
標
高
。
約
２
２
４
０

メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
地
に
位
置

し
て
い
る
た
め
、
一
年
を
通
し

て
春
の
よ
う
な
過
ご
し
や
す
い

気
候
が
続
く
。
か
つ
て
ア
ス
テ

カ
帝
国
の
首
都
「
テ
ノ
チ
テ
ィ

ト
ラ
ン
」
が
築
か
れ
た
こ
の
地

は
、
16
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
征
服

後
に
美
し
い
石
造
り
の
街
並

み
が
整
え
ら
れ
、
現
在
は
人
口

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
世
界

有
数
の
大
都
市
と
な
っ
た
。
そ

ん
な
メ
ガ
シ
テ
ィ
の
足
元
に
、

今
も
ア
ス
テ
カ
時
代
の
湖
上
都

市
の
面
影
を
残
し
て
い
る
場
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、

ソ
チ
ミ
ル
コ
だ
。

運
河
を
彩
る
、極
彩
色
の
船「
ト

ラ
ヒ
ネ
ラ
」

　

市
内
中
心
部
か
ら
車
で
１

時
間
ほ
ど
。
ソ
チ
ミ
ル
コ
に

到
着
す
る
と
、
迷
路
の
よ
う

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
運
河
と
、

そ
こ
に
浮
か
ぶ
「
ト
ラ
ヒ
ネ

ラ
（Trajinera

）」
と
呼
ば
れ

る
木
造
の
平
底
船
が
迎
え
て
く

れ
る
。
ト
ラ
ヒ
ネ
ラ
の
特
徴

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
鮮

や
か
な
色
彩
。
レ
ッ
ド
、
ブ
ル

ー
、
イ
エ
ロ
ー
と
い
っ
た
原
色

で
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
船
体
に

は
、
花
々
で
飾
ら
れ
た
ア
ー
チ

が
付
い
て
い
る
。
事
前
に
お
願

い
し
て
お
く
と
、
自
分
や
家
族

の
名
前
に
変
え
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
る
。
自
分
の
名
前
が
書

か
れ
た
船
が
船
着
場
で
待
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
る
の
は
、
こ

の
旅
な
ら
で
は
の
嬉
し
い
演
出

だ
。
写
真
で
見
て
も
華
や
か
だ

が
、
実
際
に
運
河
に
並
ぶ
ト
ラ

ヒ
ネ
ラ
の
色
彩
は
想
像
以
上
に

力
強
く
、
メ
キ
シ
コ
ら
し
い
明

る
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。

平
日
の
朝
、
ゆ
っ
く
り
と
運
河

を
進
む

　

ソ
チ
ミ
ル
コ
と
聞
く
と
、
多

く
の
人
が
マ
リ
ア
ッ
チ
の
楽
団

が
演
奏
し
、
賑
や
か
に
パ
ー
テ

ィ
ー
を
楽
し
む
ボ
ー
ト
を
連
想

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、

週
末
や
午
後
の
運
河
は
地
元
の

人
や
観
光
客
で
溢
れ
、
と
て
も

活
気
の
あ
る
場
所
に
な
る
。
だ

が
、
も
し
落
ち
着
い
て
景
色
を

眺
め
た
い
な
ら
、
あ
え
て
「
平

日
の
朝
」
に
訪
れ
る
の
も
お
す

す
め
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
慌
た

だ
し
い
日
常
か
ら
少
し
距
離
を

置
い
て
、
水
辺
の
空
気
を
ぼ
ん

や
り
眺
め
な
が
ら
過
ご
せ
る
の

も
、
平
日
の
朝
の
ソ
チ
ミ
ル
コ

な
ら
で
は
の
魅
力
だ
。 

ア
ス
テ
カ
時
代
か
ら
続
く
、
伝

統
的
な
農
法
「
チ
ナ
ン
パ
」

　

運
河
を
巡
っ
て
い
る
と
、
両

脇
に
柳
が
植
え
ら
れ
た
細
長
い

陸
地
が
目
に
入
る
。こ
れ
は「
チ

ナ
ン
パ
」
と
呼
ば
れ
る
、
ア
ス

テ
カ
時
代
か
ら
続
く
農
業
シ
ス

テ
ム
の
名
残
だ
。
か
つ
て
こ

の
場
所
が
広
い
湖
だ
っ
た
頃
、

人
々
は
湖
底
の
泥
や
水
草
を
積

み
上
げ
、
周
囲
を
柳
の
根
で
固

定
し
て
人
工
の
島
を
作
り
、
農

地
を
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
チ

ナ
ン
パ
こ
そ
が
、
巨
大
都
市
テ

ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
の
食
糧
供
給

を
支
え
た
高
度
な
技
術
で
あ

り
、
ソ
チ
ミ
ル
コ
が
世
界
遺
産

に
選
ば
れ
た
大
き
な
理
由
の
ひ

と
つ
だ
と
い
う
。
歴
史
の
説
明

を
抜
き
に
し
て
も
、
実
際
に
訪

れ
て
み
る
と
、
こ
の
土
地
に
流

れ
る
独
特
の
時
間
の
流
れ
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
も
こ
の
チ
ナ
ン
パ
で
は
花
や

野
菜
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、
運

河
を
進
む
途
中
で
農
作
業
を
す

る
人
た
ち
の
姿
を
見
か
け
る
こ

と
も
あ
る
。
数
千
年
前
の
知
恵

が
今
も
現
役
で
機
能
し
て
い
る

様
子
を
船
の
上
か
ら
眺
め
る
の

は
、他
で
は
で
き
な
い
体
験
だ
。

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
旅
行
で
知
っ

て
お
き
た
い
「
交
通
事
情
」

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
ソ
チ
ミ
ル
コ

だ
が
、
訪
れ
る
際
に
一
つ
だ
け

注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、
メ

キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
交
通
事
情
。

世
界
的
な
大
都
市
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
渋
滞
の
激
し
さ
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
上
か
も
し
れ
な

い
。
市
内
中
心
部
か
ら
ソ
チ
ミ

ル
コ
ま
で
は
、
普
段
な
ら
１
時

間
前
後
で
到
着
す
る
が
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
や
予
期
せ
ぬ
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
る
と
、
倍
以
上
の
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
ソ
チ
ミ
ル
コ
に
は
船
着
場

が
い
く
つ
も
あ
り
、
現
地
で
の

交
渉
や
船
の
手
配
に
は
少
し
慣

れ
が
必
要
に
な
る
。
初
め
て
訪

れ
る
場
合
や
、
限
ら
れ
た
時
間

を
有
効
に
使
い
た
い
場
合
は
、

送
迎
と
乗
船
の
手
配
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
だ
。

都
会
の
ペ
ー
ス
か
ら
少
し
離
れ

て
　

次
の
休
暇
、
少
し
だ
け
都
会

の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
く
な

っ
た
ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ

て
南
へ
向
か
っ
て
み
て
ほ
し

い
。
ソ
チ
ミ
ル
コ
で
過
ご
す
朝

は
、
都
会
の
ス
ピ
ー
ド
を
少
し

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。 

 

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
ズ
・
渡
邉
さ
と
み
）

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
観
光
②

世
界
遺
産
で
運
河
と
極
彩
色
の
船
を
楽
し
む

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首

都
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー
「
ク
エ
ス
タ
コ
ン

（Questacon

）」
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。
愛
称
の
「
ク
エ
ス

タ
コ
ン
」
は
ク
エ
ス
ト
（
探
求
）

と
コ
ン
（
学
ぶ
の
接
尾
辞
）
を

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

　
一
般
的
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
建
国
記
念
日
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
デ
ー
）」
は
1
月
26

日
と
さ
れ
、
１
７
８
８
年
1
月

26
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
第

一
船
団
が
現
在
の
シ
ド
ニ
ー
付

近
に
到
着
し
た
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
的
に
は
、
現
在
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
が
成
立

し
た
の
は
１
９
０
１
年
1
月
1

日
で
、
こ
の
日
を
「
事
実
上
の

建
国
の
日
」
と
み
な
す
見
方
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
1
月
26
日
は

先
住
民
の
人
々
か
ら
は
「
侵
略

の
日
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
日

付
を
変
え
る
べ
き
だ
と
い
う
議

論
も
あ
り
ま
す
が
、と
も
あ
れ
、

ク
エ
ス
タ
コ
ン
は
１
９
８
８

年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
国

２
０
０
周
年
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
、
日
本
政
府
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
の
友
好
関
係
を
強
め

る
象
徴
的
な
協
力
と
し
て
、
建

設
費
約
２
０
０
０
万
豪
ド
ル
の

う
ち
約
半
分
を
負
担
し
ま
し

た
（
実
際
に
は
、
日
本
政
府
主

導
で
公
的
資
金
や
関
係
団
体
が

ま
と
ま
っ
て
支
援
）。
開
館
直

前
の
１
９
８
８
年
に
は
竹
下
登

首
相
（
当
時
）
が
訪
問
し
、
開

館
記
念
式
典
に
は
経
済
団
体
連

合
会
（
現
日
本
経
団
連
）
斎
藤

英
四
郎
会
長
（
当
時
）
等
が
出

席
し
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
3

月
に
は
国
立
科
学
博
物
館
と
友

好
協
定
を
、
２
０
０
２
年
に
は

日
本
科
学
未
来
館
と
協
力
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
た
め
の
覚
書
を
署

名
。
２
０
０
７
年
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
委
員
会

か
ら
国
際
関
係
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ

た
大
阪
・
関
西
万
博
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
パ
ビ
リ
オ
ン
に
も

携
わ
り
、
5
月
に
は
大
阪
市
科

学
館
で
ク
エ
ス
タ
コ
ン
特
別

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「Good 

Vibrations

」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
８
年
に
は
開
館

40
周
年
を
迎
え
、
今
後
ま
す
ま

す
の
交
流
の
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ク
エ
ス
タ
コ
ン
は
子
ど
も
向

け
の
体
験
型
科
学
館
で
あ
り
、

日
本
が
重
視
し
て
き
た
「
科
学

技
術
・
理
数
教
育
の
振
興
」
と

方
向
性
が
一
致
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
政
府
の
科
学
技
術
外

交
や
国
際
協
力
で
は
、
途
上
国

だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と

の
「
科
学
教
育
・
人
材
育
成
」

で
協
力
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
ク
エ
ス
タ
コ
ン
支

援
も
そ
の
一
例
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
館
内
に
は
6
つ
の
展
示

ホ
ー
ル
、
シ
ア
タ
ー
及
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
室
が
あ
り
ま
す
。

Japan Theatre

（
日
本
劇
場
）

と
名
付
け
ら
れ
た
シ
ア
タ
ー
の

ロ
ビ
ー
に
は
日
本
か
ら
の
資
金

拠
出
企
業
、
団
体
の
リ
ス
ト
が

掲
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら

寄
贈
し
た
か
ら
く
り
人
形
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
間
40
万
人
以
上
の
入
場
者

が
あ
り
、
有
料
入
場
者
数
は
キ

ャ
ン
ベ
ラ
最
大
だ
そ
う
で
す
。

学
校
訪
問
で
訪
れ
る
子
ど
も
た

ち
が
多
く
、
ク
エ
ス
タ
コ
ン
の

展
示
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
全
域
で
巡
回
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
科
学

技
術
力
の
向
上
と
い
う
形
で
結

実
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
科
学

館
も
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1
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先
ご
ろ
退
任
を
表
明
し
た
ジ

ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ

ー
・
前
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
理
事
長
が
、
自
身
最
後
の

公
式
行
事
と
し
て
６
月
16
日
、

著

著
『Japan, Beyond the 

Genkan

』
の
出
版
記
念
講
演

会
を
行
っ
た
。
今
年
早
々
に
日

本
で
出
版
し
た『
同
盟
の
転
機
』

と
は
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
人
向

け
に
英
語
で
書
か
れ
た
日
本
紹

介
の
本
で
あ
り
、
日
米
関
係
の

未
来
を
考
え
る
提
言
の
書
で
も

あ
る
。
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺

れ
、
日
米
双
方
が
新
た
な
関
係

を
模
索
す
る
今
、
本
書
の
刊
行

は
極
め
て
時
宜
を
得
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
玄
関

（Genkan

）」
は
、
日
本
文
化

を
象
徴
す
る
重
要
な
比
喩
だ
。

玄
関
は
外
と
内
を
隔
て
る
境
界

で
あ
り
、
客
人
を
迎
え
入
れ
、

信
頼
関
係
を
築
く
入
口
で
も
あ

る
。
著
者
は
読
者
を
「
玄
関
の

向
こ
う
側
」
へ
と
導
き
、
日
本

を
表
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
そ
の
文
化
や
価
値
観
、
人

と
人
と
の
結
び
付
き
か
ら
理
解

し
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
る
。

　

ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
は
北
海
道
札

幌
市
で
育
っ
た
「
道
産
子
ア
メ

リ
カ
人
」
で
あ
り
、
日
本
文
化

を
肌
で
知
る
一
方
、
米
国
務
省

や
国
防
総
省
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

グ
ル
ー
プ
を
経
て
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
を
務
め

た
。
本
書
で
は
外
交
や
研
究
者

と
し
て
の
専
門
知
識
だ
け
で
な

く
、
自
身
の
人
生
経
験
を
織
り

交
ぜ
る
こ
と
で
、「
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
」
と
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」

の
両
方
の
視
点
か
ら
日
本
を
描

き
出
し
て
い
る
。

　

本
書
の
魅
力
は
、
文
化
論
と

地
政
学
を
無
理
な
く
結
び
付
け

て
い
る
点
に
あ
る
。「
生
き
が

い
」「
カ
イ
ゼ
ン
」「
社
会
的
調

和
」
と
い
っ
た
日
本
独
自
の
価

値
観
を
、
単
な
る
文
化
紹
介
で

終
わ
ら
せ
ず
、
日
本
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
や
国
際
社
会
で
果
た
す

役
割
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
る
。

日
本
を
世
界
有
数
の

投
資
国
で
あ
り
、
文

化
的
影
響
力
を
持
つ

存
在
と
し
て
位
置
付

け
、
そ
の
強
み
を
ど

う
外
交
や
国
際
協
力

に
生
か
す
べ
き
か
を

問
い
か
け
る
。

　

形
而
学
的
な
学
術

書
で
は
な
く
、
個
人

的
体
験
に
根
差
し
た

し
た
文
化
人
類
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
の
そ
の

率
直
さ
こ
そ
が
本
書
の
読
み
や

す
さ
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
専

門
書
で
は
伝
わ
り
に
く
い
「
日

本
と
い
う
国
の
空
気
」
を
生
き

生
き
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は

ま
る
で
日
本
の
開
国
時
に
里
帰

り
し
て
日
米
文
化
の
橋
渡
し
役

を
し
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
ア
メ

リ
カ
版
的
立
ち
位
置
に
も
似
て

新
鮮
だ
。
今
後
は
米
国
商
工
会

議
所
の
国
際
担
当
と
し
て
活
躍

す
る
。「
日
本
人
の
ト
モ
ダ
チ

が
い
な
い
と
大
変
な
部
署
な
の

で
頑
張
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

同
書
は
私
た
ち
海
外
で
暮
ら

す
日
本
人
に
と
っ
て
は
「
日
本

を
ど
う
説
明
す
る
か
」
と
い
う

問
い
へ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
。

日
本
の
魅
力
は
ア
ニ
メ
や
和
食

だ
け
で
は
な
い
。社
会
の
信
頼
、

文
化
の
厚
み
、
人
々
の
つ
な
が

り
と
い
っ
た
見
え
に
く
い
価
値

こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
米
関

係
を
支
え
る
力
に
な
る
―
―
。

そ
の
こ
と
を
静
か
に
そ
し
て
丁

寧
に
ア
メ
リ
カ
人
に
伝
え
て
く

れ
て
い
る
一
冊
だ
。　
（
三
浦
）

日米関係支える力紹介 
ジョシュア・W・ウォーカー・著

amplify・ 版

■私たちはたしかに光ってたんだ（金子玲介、文藝春秋）
高校生の瑞葉がクラスメイトの朝顔に誘われて結成した
バンド「さなぎいぬ」。4人の夢はいつか紅白に出ること。
荒唐無稽に思えたその夢は、朝顔が初めて作ったオリジナ
ル曲「光」を聴いた瞬間、色を変える。青春小説の最前線。
■食堂巡礼（小川糸、白泉社）人気作家、小川糸の最新エッ
セイ集。つくる人の人生を感じる、とっておきの料理と人
に会うために日本全国を巡礼。出身の山形では3代続く山
の茶屋や想い出のパティスリーを、南の沖縄では深い森で
滋味あふれる料理を、能登では復興と共に地元の食材や文
化を守る人々に再会する。訪れた8県 20か所で料理に携
わる人々に出会う。■掌に眠る舞台（小川洋子、集英社文庫）
帝国劇場の『レ・ミゼラブル』全公演に通い始めた女性が
出会った劇場暮らしの「失敗係」。お金持ちの老人が建て
た小さな劇場で装飾用の役者として生活することになった
私。ステージの彼方と此方で生まれる特別な関係性を描い
た、幻想的で美しく奇妙な8編の物語。■月夜行路（有吉
理香子、講談社文庫）45歳の誕生日、孤独な主婦の沢辻
涼子は家を出た。偶然出会った美しいバーのママ・野宮ル
ナは洞察力を活かした推理で、かつての恋人への涼子の思
いを言い当てる。ふたりが始めた元彼探しの旅先で、明ら
かになる秘密とは。特別掌編2編とドラマ化記念鼎談付き。
■コミュ力不足の社交術（古市憲寿、新潮新書）「大人になってから友達が
できない」「人付き合いに疲れてしまう」そんな人は多い。でも社交はただ
の「技術」。本当にちょっとしたコツで人間関係は楽になる。大人になって
から多くの友人に恵まれたという著者が、トライ＆エラーを繰り返して見つ
けた最適解を一挙公開する。振る舞い方から思考法まで、超実践的な令和の
処世術。■白ゆき紅ばら（寺地はるな、光文社文庫）行き場のない母子を守
る「のばらのいえ」。かわいそうな子どもを救う、という理想を掲げるその
家で暮らす祐希は、未来のない現実から高校卒業と同時に逃げ出した。しら
ゆきちゃん、べにばらちゃんと呼ばれていた紘果を置いてきたことをずっと
後悔していた祐希は、十年越しに紘果を迎えに行く決意をする。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

新
鋭
作
家
に
よ
る
直
球
の
青
春
小
説
。
人
気
作
家
、
小
川
糸
の
最
新
エ
ッ
セ
イ
集
。
幻

想
的
で
美
し
く
奇
妙
な
８
編
の
物
語
。
元
彼
探
し
の
旅
先
で
明
ら
か
に
な
る
秘
密
と
は
。

超
実
践
的
な
令
和
の
処
世
術
。
彼
女 

た
ち
の
人
生
は
ど
こ
へ
続
く
の
か
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

７
月
４
日
は
ア
メ
リ
カ
独
立

記
念
日
。
本
書
は
、
２
０
２
６

年
の
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周

年
（Semiquincentennial

）

を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
、
歴

史
、
ト
リ
ビ
ア
、
お
祝
い
に
関

す
る
内
容
を
15
の
章
で
紹
介
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

　

独
立
宣
言
や
自
由
の
女
神
の

歴
史
的
背
景
、
大
統
領
の
意
外

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
各
地
の
祝

賀
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
ア
メ
リ
カ

の
魅
力
を
多
角
的
に
紹
介
。
単

な
る
歴
史
の
羅
列
で
は
な
く
、

興
味
深
い
雑
学
を
交
え
な
が

ら
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
家
族

で
米
国
の
歩
み
や
文
化
を
学
べ

る
構
成
で
、
特
別
な
節
目
の
年

を
祝
う
た
め
の
知
識
を
深
め
ら

れ
る
一
冊
。
従
来
の
堅
苦
し
い

教
科
書
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、

遊
び
心
の
あ
る
会
話
形
式
や
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
た
物
語
調
で
執

筆
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
で
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト

は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
で
の
歴
史
上

最
大
規
模
の
大
型
帆
船
パ
レ
ー

ド
や
海
軍
の
航
空
シ
ョ
ー
、
メ

ー
シ
ー
ズ
の
過
去
最
大
級
の
花

火
大
会
、
軍
隊
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
レ
ー
ド

等
が
開
催
さ
れ
る
。　
（
高
田
）

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
ト
リ
ビ
ア
を
紹
介

 『America's 250th Anniversary Books』
Written by Mitsuru Harada
Independently published

出版記念講演会で花束を受ける著者
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第
５
回
「Musabi

展
２
０

２
６
」（
後
援
：
武
蔵
野
美
術

大
学
校
友
会
）
が
７
月
21
日

（
火
）
か
ら
25
日
（
土
）
ま
で
、

田
川
俊
之
、
寺
本
好
孝
、
上
杉

幹
子
、
依
田
順
子
、
依
田
寿
久
、

遊
真
Ｍ
ｕ
篤
子
、
大
野
廣
子
の

18
人
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
23
日
（
木
）
午
後
６

時
か
ら
８
時
。
６
時
45
分
か
ら

遊
真
Ｍ
ｕ
篤
子
氏
に
よ
る
平
和

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
「Song for Peace

」
も

行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
。
開
廊

時
間
は
月
〜
土
曜
の
正
午
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。

Daikon百渓雅江

Spring in NYC　石田亜美

Flower of Life no.1　遊真Mu篤子

Galaxy　大野廣子 Untitled　依田寿久 Memory of Summer II　花房万紀子

noho M 55 gallery

（
西
28

丁
目
５
４
８
番
地
６
３
４
号
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。
参
加
作
家

は
、
花
房
万
紀
子
、
ヘ
ン
デ
ル

佳
奈
、
平
之
内
美
穂
、
石
田
亜

美
、
出
石
薫
、
前
原
邦
彦
、
百

渓
雅
江
、
永
田
幸
代
、
奥
村
光

也
、
奥
村
泰
子
、
鈴
木
真
梨
子
、

詳細はウェブサイト https://www.55mercerstreetgallery.comを参照

武
蔵
野
美
術
大
学

校
友
会
展
示
会

　

人
生
は
本
当
に
わ
か
ら
な

い
。
カ
ラ
オ
ケ
居
酒
屋
の
娘
で

あ
る
私
が
、
な
ぜ
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
で
コ
ラ
ム
を
書
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

普
段
は
愛
知
県
の
小
さ
な
カ

ラ
オ
ケ
居
酒
屋
で
母
と
働
き
、

酔
っ
た
お
客
様
の
同
じ
話
に

「
そ
の
話
、
何
回
す
る
の
？
耳

に
タ
コ
通
り
越
し
て
イ
カ
に
な

る
わ
！
」
と
、
ど
う
で
も
い
い

ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
。
そ
れ
が

私
の
日
常
だ
。

　

9
年
前
、
交
通
事
故
で
顔
を

含
め
全
身
12
カ
所
を
骨
折
し

た
。
4
回
の
大
手
術
を
経
て
人

工
股
関
節
に
な
り
、
医
師
か
ら

「
元
の
生
活
に
は
戻
れ
ま
せ
ん

ね
。」と
言
わ
れ
た
。絶
望
し
た
。

愛
知
県
刈
谷
市　

浦
田
美
波

し
た
。
10
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
チ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

だ
。

　

そ
ん
な
不
思
議
な
ご
縁
で
、

こ
の
紙
面
に
少
し
だ
け
私
の
話

を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
自
分
の
人
生
な
の
に

展
開
が
早
く
、
た
ま
に
追
い
つ

け
な
い
。
け
れ
ど
、
わ
か
ら
な

い
か
ら
面
白
い
。
遠
回
り
も
失

敗
も
、
全
部
ネ
タ
に
し
て
生
き

て
い
き
た
い
。
次
は
ど
ん
な
景

色
が
待
っ
て
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
大
事
な
こ
と
、
さ
ら
っ

と
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
「
元
に
戻
れ
な
い
な
ら
、
前

よ
り
も
も
っ
と
自
由
に
生
き
ま

す
ね
。」
そ
う
、
私
は
自
他
と

も
に
認
め
る
し
ぶ
と
い
奴
だ
。

　

そ
う
決
め
て
、
憧
れ
の
豪
華

客
船
の
旅
に
出
た
。
四
十
路
記

念
に
着
物
ド
レ
ス
着
付
け
を
学

び
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
舞

台
に
も
立
っ
た
。
今
年
は
ホ
ノ

ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
日
米

国
際
親
善
文
化
大
使
に
任
命
さ

れ
、
4
月
に
鍼
灸
学
校
に
入
学

〈第1回〉

・免責事項・
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https://www.ariyoshinyc.com/
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